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学生会発行「胎動」
（1970年5月/昭和45年5月）

　1969（昭和44）年から1971（昭和46）
年の3年間は、70年安保闘争を中心とし
た学園紛争が日本各地で激しさを増し
た時期でした。本学においても例外で
はなく、学生会執行部を中心に、暖房
費や授業料の値上げを反対する強い抗
議活動が繰り返されていました。そし
て、その後、執行部企画の講演者を大
学当局が許可しなかったことにより学

生会が紛糾し、1969（昭和44）年の大学祭が中止される事態を引
き起こしました。
　当時、学生会が創刊した「胎動」という冊子には、社会全体
を取り巻いていた不穏な空気を反映するかのごとく、「自己崩壊
した＜幻想帝塚山大学＞」「68年学費斗争」「入試にあらわれた
許可制度体制の問題点」など、ものものしい言葉が並んでいます。
　この「胎動」が発刊される前年度に起こった「10･25帝大抗議
集会」では、他大学と本学の学生が早朝から本学の門扉の外に
集合し、大学内に押し入ろうとする事案が勃発。学生部長の堅
田直教授（当時）らが対応に当たりました。抗議活動を行う本学
の一部学生に対し、堅田教授は一計を案じて保護者（父親）に連
絡を取りました。かたくなだった学生も、父親から電話でお叱
りを受けて意気消沈し、しくしくと泣きながら引き下がったと
伝えられています。
　ほかにも、「君たちは、このうどん代が高いと思わないのか！？」
と食堂に乱入して凄む外部の過激派学生に、「え？安いです」と
答えて撃退したなど、学園紛争の吹き荒れる中にもかかわらず 

「お嬢様大学」だった本学らしいエピソードも残されています。

ひ
ろ
が
る

帝
塚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

学
生
と
教
員
の
距
離
が
近
く
、
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
面
倒

見
の
良
さ
で
知
ら
れ
る
本
学
。
卒
業
生
対
象
の
調
査
（
2
0
2
3
年

度
実
施
）
で
も
、
大
学
へ
の
満
足
度
は
約
92･9
% 

P.17 

関
連
記
事

 

と

高
い
数
字
を
誇
り
ま
す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
教
育
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
本
学
に
お
い
て
、
親
子
や
兄
弟
、
姉
妹
な
ど
ご

家
族
で
同
じ
帝
塚
山
大
学
を
選
ば
れ
た
「
帝
塚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

の
存
在
は
、
本
学
の
教
育
力
や
学
生
支
援
体
制
が
、
学
生
本
人
の

み
な
ら
ず
、
ご
家
族
か
ら
も
信
頼
を
得
ら
れ
て
い
る
証
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

本
特
集
で
は
、
そ
ん
な「
帝
塚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
」か
ら
5
組
の
ご

家
族
を
ご
紹
介
し
、
本
学
の
魅
力
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
集
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　数多くの帝塚山ファミリーを迎える本学
も、三兄弟、それも遠く島根からの進学と
なるとめったにお目にかかれません。
　長兄の公一朗さんは心理学を学べる大学
を探して本学に。「都会に憧れがあったので
すが、大学の雰囲気に親近感を覚えて、こ
こにしようと」（公一朗さん）
　次兄の晋之介さんは、公一朗さんの進学
で奈良を訪ねる機会が増え、奈良の魅力に
目覚めてまちづくりを学びたいと思うよう
になったとか。「入学後にも兄をよく知る先
輩や先生方から気にかけてもらえたことが

うれしかったです」（晋之介さん）
　末弟の太志朗さんは、兄2人が通っている
大学だという安心感に加えて、お母さまか
ら「学風と奈良の風土や環境が良いから」
と薦められたことが進学の決め手となった
と振り返ります。「卒業した今もゼミの先生
や同級生と交流が続いており、家族のよう
な温かさを感じる大学です」（太志朗さん）
　公一朗さんは、まさか弟2人が同じ大学に
進学してくるとは思っていなかったので、
最初は非常に驚いたそうです。一方で、弟 
2人は兄の楽しそうな姿を見て「ここなら自

分も」と進学への思いを強めたと語ります。
　3人が口をそろえるのが、帝塚山大学には
いろいろなことにチャレンジできる環境が
整えられているということ。先生方の手厚
いサポートで密度の濃い4年間を送ることが
できたそうです。
　帝塚山大学をひとことで表すと「第2の故
郷」（公一朗さん）「チャレンジするきっか
けを与えてくれる大学」（晋之介さん）「必
ずやりたいことが見つかる大学」（太志朗さ
ん）本学への進学を薦めてくれたご両親に
も感謝したいと三兄弟は話してくれました。

母の後押しがあったから　はるばる島根から奈良へ

長兄

絹野 公一朗 さん ㊧
2017年3月、心理学部心理学科卒業。現在
はオンラインショップのプラットフォーム
サービス会社で、企業の運用サポート業務
を中心に行う。学生時代はオープンキャン
パススタッフやあかね祭の企画・運営に積
極的に携わった。

末弟

絹野 太志朗 さん ㊥
2023年3月、法学部法学科卒業。リフォーム
業務を行う会社で営業を務める。在学時に
は平和学ゼミに所属し、小学校での平和学
習の講師を務め、テレビや新聞にも取り上
げられた。ジェンダー関連の研究で考案し
たオリジナルカルタで秋篠宮佳子内親王殿
下の前で表彰されたことも。

次兄

絹野 晋之介 さん ㊨
2021年3月、文学部文化創造学科（現：文
学部日本文化学科）卒業。現在は写真家を
めざして、東京の写真スタジオで修行中。
在学時に、同窓会が学生の企画を資金援
助する「チャレンジ制度」を活用して『券葉
集』というオリジナル商品をBAN INOUEと
のコラボで開発、販売した。
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志
郎
さ
ん
は
娘
の
葉
月
さ
ん
が
帝
塚
山
大
学
を

受
験
す
る
と
聞
い
た
と
き
、
う
れ
し
く
思
う
と
同

時
に
驚
き
も
あ
っ
た
と
話
し
ま
す
。「
経
済
学
と
経

営
学
の
両
方
が
学
べ
る
と
い
う
こ
と
に
魅
力
を
感

じ
た
の
が
一
番
の
理
由
で
す
が
、
父
の
母
校
と
い

う
こ
と
に
よ
る
安
心
感
も
大
き
か
っ
た
で
す
」（
葉

月
さ
ん
）「
自
分
は
自
宅
か
ら
近
い
大
学
と
い
う
の

が
進
学
し
た
理
由
だ
っ
た
の
で
、
学
び
た
い
も
の

が
あ
る
と
い
う
娘
は
偉
い
な
と
思
い
ま
し
た
」（
志

郎
さ
ん
）

　

今
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

活
躍
す
る
葉
月
さ
ん
（
取
材
時

：

現
在
は
引
退
）。

学
部
や
学
年
を
超
え
た
友
人
が
で
き
た
こ
と
が
大

学
時
代
の
財
産
だ
と
胸
を
張
り
ま
す
。
希
望
の
美

容
関
連
の
企
業
か
ら
内
定
を
得
た
今
は
、
ア
ル
バ

イ
ト
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
就
職
後
を
見
据
え
た
資

格
取
得
に
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

大
学
時
代
を
振
り
返
っ
て
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
と
問
う
と
、　
「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
東
生

駒
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
び
の
び
と
学
生
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
や
学
生
の
気
質
も

穏
や
か
で
温
か
い
の
が
帝
塚
山
大
学
の
特
徴
の
よ

う
に
思
い
ま
す
」（
志
郎
さ
ん
）

　

葉
月
さ
ん
は
「
面
倒
見
の
よ
さ
」
を
帝
塚
山
大

学
の
よ
い
と
こ
ろ
と
し
て
挙
げ
、
志
郎
さ
ん
も
「
親

身
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
が
多
い
」
と
娘
の
葉

月
さ
ん
の
意
見
に
同
調
し
ま
し
た
。

　

こ
の
誌
面
に
は
出
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
実
は
、
葉
月
さ
ん
の
弟
さ
ん
も
本
学
の
学
生

で
父
と
姉
と
同
じ
経
済
経
営
学
部
（
志
郎
さ
ん
は
、

経
済
経
営
学
部
の
前
身
と
な
る
経
済
学
部
出
身
）

に
在
学
し
て
い
ま
す
。
写
真
撮
影
の
日
は
、
ご
家

族
で
お
食
事
に
で
か
け
ら
れ
る
予
定
で
、
そ
の
前

に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
仲
良

し
な
の
が
伝
わ
る
今
西
親
子
で
し
た
。

TEZUKAYAMA
FAMILY

01
TEZUKAYAMA
FAMILY

#02

父が通っていたからこその安心感
楽しく充実した 4 年間は約束されていた

娘

今西 葉月 さん ㊧
経済経営学部経済経営学科４年生。オー
プンキャンパススタッフの中心メンバーとし
て受験生へ笑顔を振りまいている。希望の
企業から内定を獲得し、後は卒業研究を残
すのみ。

父

今西 志郎 さん ㊨
経済学部経営情報学科2001年9月卒業。
現在は、大阪の不動産管理会社で事務所
の責任者を務め、予算管理や人材育成など
を担当。進学の決め手は自宅から近いとい
うことだったそう。
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TEZUKAYAMA
FAMILY

#03

姉
の
背
中
を
追
い
か
け
て

妹
は
同
じ
建
築
の
道
を
歩
む

しっかりもののお姉さんとおおらかな妹
さんといった印象の北村茜さん、優衣さん
姉妹。2人とももとから建築やデザインに興
味を持っていたと話します。
　「将来は新築やリフォームの戸建て設計の
仕事がしたいと考えて帝塚山大学に進学し
ました」（茜さん）。居住空間デザイン学科
は課題の多さには定評がありますが、だか
らこそ建築やインテリア業界で即戦力にな
る実力が身につけられます。茜さんの充実
した大学生活を間近で見ていた優衣さんが、
同じ大学の同じ学科をめざすのは当然だっ
たのかもしれません。
　「姉が友人と製図や実習を楽しみつつがん

ばっているのを知っていたので、いい大学
なんだろうなと。自然と帝塚山大学で学び
たいと思うようになりました」（優衣さん）
　優衣さんが同じ大学の同じ学科に進学す
ると聞いたとき、「妹はデザインに興味があっ
たけれど、どんな種類のデザインにするか
は決まっていない状態。デザインを幅広く
学べる居住空間デザイン学科は向いている
んじゃないかなと感じました」（茜さん）
　優衣さんも思いは同じだったよう。「姉が
自分の夢をかなえたのを見て、帝塚山大学
ならデザイン力の幅を広げられるのではな
いかと思いました」（優衣さん）
　本学の居住空間デザイン学科は、建築士

の資格取得をめざしながら、まちづくりや
プロダクトデザイン、グラフィックデザイ
ンなど、幅広くデザイン分野の知識が養わ
れるのが特長です。「設計や製図のスキルだ
けではなく、建築そのものに対する考え方
を学べたり、作品合評会でプレゼンをする
機会があったり、社会に出てからも役立つ
スキルが身につきました」（茜さん）。
　進むべき分野を決めかねている優衣さん
に、茜さんは「どんな仕事に就こうとも、
大学で学んだことが後々役に立つときが来
る。今を全力で楽しんでほしい」とアドバ
イスを贈りました。

姉

北村 茜 さん ㊧ 
2019年3月、現代生活学部居住空間デザ
イン学科卒業。現在はハウスメーカーのリ
フォーム会社で設計の仕事に携わる。遅く
まで大学に残って課題を仕上げていたこと
を懐かしく思い出すこともあるそう。

妹

北村 優衣 さん ㊨
現代生活学部居住空間デザイン学科3年
生。設計にもインテリアにも興味があるもの
の、そろそろ方向性を決めたいと思い悩む
日々。毎日の課題は大変だが、やりがいがあ
ると話す。
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妹

東本 ゆい さん ㊧
2022年3月、現代生活学部食物栄養学科
卒業。現在は、介護老人保健施設で管理栄
養士として働き、利用者の状態に応じた食
事提供や栄養状態の把握などに努める。

姉

柴原（旧姓：東本）かおり さん ㊨
2018年3月、法学部法学科卒業。卒業後、
警察官として交番勤務などを経て、現在は
育児休業中。初めての子育てに奮闘する
日々を送る。写真中央は、かおりさんのご長
男（特別出演）。

TEZUKAYAMA
FAMILY

#04
姉は警察官、妹は管理栄養士
大学での学びを生かして
　　　　　　それぞれが専門の道へ

姉のかおりさんは警察官、妹のゆいさんは管
理栄養士として働く東本姉妹。もともと法律に
興味があったというかおりさんは、警察官を志
望する学生向けの講義や採用試験対策が充実し
ていたことから本学の法学部へ進学しました。

「現職の警察官の方による講義や公務員試験対
策などが充実していたことが決め手になりまし
た」（かおりさん）
　管理栄養士をめざしていたゆいさんは、本学
の食物栄養学科に養成課程があることから受験
を決意。さらに、かおりさんが充実した大学生
活を送っていたことも大きな後押しとなったそ
うです。「サポートの手厚さを姉から聞いてい
たので、迷いはありませんでした」（ゆいさん）
　2人とも在学中はオープンキャンパススタッフと
して活躍。「縦にも横にもつながりができたこと
は貴重な経験」（かおりさん）「高校生のとき、オー
プンキャンパスで出会った学生スタッフさんの

対応がすばらしくて…。姉がスタッフだったのも、
やってみようと思うきっかけになりました」 
　本学の特徴として2人が強調するのは、「学生
との距離が近い大学」だということ。「学生数
がほどよいこともあって、一人ひとりの学生に
向き合ってくれている実感がありました」（ゆ
いさん）「漢字で表すのなら、密着の“密”がぴっ
たり。先生方や学生同士の親密度も、実生活や
地域に密着したプロジェクトや授業なども、す
べてが密接な感じがします」（かおりさん）
　在学生には学生時代にしかできないことにチャ
レンジしてほしいと話すかおりさんとゆいさん。

「ぜひオープンキャンパススタッフを経験して
ほしい。達成感が得られます」（ゆいさん）「警
察官は男女関係なく活躍できて、仕事と家庭の
両立も可能な仕事。たくさんの学生さんにめざ
してもらいたいです」（かおりさん）と力強いメッ
セージを贈ってくれました。
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お
母
さ
ま
の
陽
子
さ
ん
は
女
子
大
最
後
と
な
る

1
9
8
6
年
度
の
入
学
生
。
帝
塚
山
高
等
学
校
か
ら

の
進
学
で
す
。
翌
年
の
1
9
8
7
年
に
は
本
学
に
経

済
学
部
が
発
足
し
共
学
化
。
初
と
な
る
男
子
学
生
が

入
学
し
て
き
ま
し
た
。

「
女
子
大
時
代
は
華
や
か
な
装
い
の
学
生
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
男
子
学
生
が
増
え
る
に
つ
れ
て
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
が
ど
ん
ど
ん
ス
ポ
ー
テ
ィ
に
な
っ
て
い
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
」（
陽
子
さ
ん
）
学
生
時
代
は

古
墳
で
の
発
掘
作
業
な
ど
に
も
か
か
わ
っ
た
そ
う
で
、

自
然
豊
か
な
大
学
で
の
び
の
び
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
送
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

息
子
の
爽
汰
さ
ん
は
、
ご
家
族
の
薦
め
が
あ
っ
て

の
進
学
な
の
か
と
思
い
き
や
、
そ
う
で
は
な
い
と
の

こ
と
。「
リ
フ
ォ
ー
ム
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
建

築
関
係
に
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
初
は
別
の

大
学
も
選
択
肢
に
あ
り
ま
し
た
」（
爽
汰
さ
ん
）「
自

宅
か
ら
通
え
る
大
学
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
だ

け
伝
え
て
、
進
学
先
は
息
子
の
自
主
性
に
任
せ
て
い

ま
し
た
」（
陽
子
さ
ん
）

　
そ
の
後
、
高
校
の
先
生
か
ら
も
本
学
を
勧
め
ら
れ
、

爽
汰
さ
ん
は
受
験
を
決
断
。
自
分
と
同
じ
大
学
を
選

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
陽
子
さ
ん
は
、「
あ
ら
、
そ
う

な
の
？ 

と
。
年
明
け
の
入
試
だ
っ
た
の
で
決
ま
っ

て
よ
か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
し
た
」
と
胸
の
う

ち
を
明
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

爽
汰
さ
ん
が
入
学
し
て
感
じ
た
の
は
、「
資
格
制

度
の
充
実
度
、
学
べ
る
内
容
の
幅
広
さ
。
思
っ
て
い

た
以
上
に
い
ろ
い
ろ
整
っ
て
い
る
」
こ
と
だ
そ
う
で

す
。「
将
来
は
建
築
関
係
の
仕
事
で
お
客
さ
ま
に
最

適
な
住
ま
い
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
ん
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
大
学
の
課
題
は
こ

な
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
爽
汰
さ
ん
）

　

今
も
時
折
、
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
同
窓
会

室
を
訪
ね
た
り
し
て
い
る
陽
子
さ
ん
。「
い
ま
ど
き

の
学
生
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
だ
け
ど
、
大
学
の
雰
囲
気

の
よ
さ
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
」
と
語
り
ま
す
。

こ
の
空
気
感
こ
そ
が
「
帝
塚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
皆

さ
ん
に
選
ば
れ
る
大
学
で
あ
る
所
以
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

母

河野（旧姓：山本）陽子 さん ㊧
1990年3月、教養学部教養学科卒業。卒業
後は蓮花研究室（現：名誉教授 蓮花一己）
で秘書を務める。同研究室のゼミ生だった
ご主人とその後結婚。今でも虹色祭で同窓
会が出店する模擬店を手伝うなど大学との
縁が深い。

息子

河野 爽汰 さん ㊨
現代生活学部居住空間デザイン学科1年
生。リフォームに興味があって建築分野へ
の進学を希望していた。今は将来に向け
て、いろいろなデザインの知識を蓄えたいと
考えている。

TEZUKAYAMA
FAMILY

#05

最
後
ま
で
迷
っ
た
進
学
先

信
頼
感
を
重
視
し
て
家
族
と
同
じ
大
学
に
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心理学部 心理学科

現代生活学部 食物栄養学科 文学部 日本文化学科

教育学部 こども教育学科

経済経営学部 経済経営学科

警察実務講座100回記念
特別講座を開催

　6月21日、この4月に危険業務従事者叙勲で瑞光双
光章を受章した松岡幸司客員教授を講師に招き、100
回目となる警察実務講座を記念する「警察官人生を
語る」と題した特別講座を開催しました。法学部の警
察関連科目の初代担当教員である松岡客員教授が、
自身の警察官人生を振り返りながら、警察の実務や
求められる素養など警察志望学生にとって貴重な話
をしてくださいました。松岡客員教授の担当授業を
引き継いだ奈良県警察OBの藤本晃章客員教授から
も、学生に向けてアドバイスが送られました。

法学部 法学科

JWマリオット・ホテル奈良でマナー講習を受けました

　心理学部では、4月5日、新入生オリエンテーションの一貫としてJWマ
リオット・ホテル奈良でマナー講習会を行いました。4年間の大学生活が
始まる記念として美味しい料理をいただくとともに、これから社会に出
ていくために欠かせないテーブルマナーも学んでもらおうという趣旨で
企画したものです。
　テーブルマナーの歴史や豆知識なども織り交ぜつつ、講師の方が丁寧
かつ分かりやすく説明され、とても和やかな食事会となりました。

他大学との共同発表会で企業研究の成果を報告

　経済経営学部では2年次後期からゼミに所属し専門的な学習を行います。
　3年次の薄井健講師のゼミで、追手門学院大学の平尾盛史講師ゼミと共
同で「業界企業研究報告会」を開催しました。学生は2か月かけて業界・
企業を調査し、研究成果を15分間のプレゼンテーションで発表。他大学生
との交流で視野を広げ、社会で求められる調査力とプレゼン力を磨きまし
た。この取組みを通じ、学生は専門的な知識に加え、就職活動にも役立つ
多くの知識を得ることができました。

NR・サプリメントアドバイザー認定資格取得を支援

　3、4年生を対象としたサプリメントアドバイザー特別演習は、NR・サプ
リメントアドバイザー認定資格取得をめざした授業です。この資格は、一
般消費者を対象に、個人の栄養状態を専門的な観点で評価し、保健機能食
品やサプリメントの機能や使用方法などについて適切にアドバイスできる
ことを日本臨床栄養協会が認定するものです。在学中に資格が取得できる
ため、就職活動で保有資格をアピールできる利点があります。学科では、
12月の受験に向けて授業終了後も講習会などのサポートを行っています。

1年生が「学外実習」で文楽を鑑賞

　日本文化学科1年生の科目「学外実習」は、現地に出かけて本物に触れなが
ら学ぶ体験型授業です。奈良を中心に年間30回以上の企画を実施し、学生は
それぞれに行きたいと思うものを選んで参加します。6月15日には国立文楽劇
場での文楽鑑賞に15名が参加し、「二人三番叟」と「菅原伝授手習鑑」を観劇し
ました。今回は近世文学・演劇ゼミの3年生が1年生のために、「菅原伝授手習鑑」
の登場人物に関するコラムなどを載せた冊子を作成。1年生は冊子やイヤホ
ンガイドを参考にしながら、舞台に引き込まれて鑑賞することができたようです。

関連記事 P.24
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Campus Report 学科と研究科の特色ある取り組みを紹介します。

大学院生が学芸員の仕事を体験しました

　7月13日、人文科学研究科で学芸員を目指して学ぶ大学院生4名が、大和郡
山市で開催の講演会「柳澤吉里郡山入部300年記念 柳沢文庫歴史塾（郡山学）

『武田信玄の遺志を継ぐ者―柳澤家の甲斐国領有とその事績―』」に参加。甲府
市教育委員会の佐々木満氏によるご講演の前後には、会場のスタッフとして来場
者の誘導やグッズの販売、ビデオ撮影のお手伝いをしたり、柳沢文庫展示室で特
別展を見学して学芸員の方のギャラリートークを聞いたりしました。講演会の運営
や展示解説の仕方など、学芸員の仕事を体験する貴重な実学の機会となりました。

人文科学研究科 日本伝統文化専攻

現代生活学部 居住空間デザイン学科

「もし奈良に日本酒博物館があったら」奈良県の酒蔵情報のパネルを図書館に展示

　2024年3月に卒業された、梅谷委世さんの卒業研究の『「奈良県の日本
酒博物館」展示物』が、東生駒キャンパス図書館のラーニングコモンズ
に飾られています。奈良は日本酒発祥の地であるにもかかわらず奈良の
知名度が低いことを払拭するために、もし奈良に日本酒博物館があったら 

と想定して制作したもので、日本酒にまつわる歴史や製法、酒蔵などの
情報を集めて整理し、パネルにまとめています。これらを見るだけで日
本酒の知識が深まり、奈良にあるすべての酒蔵に関する詳しい情報が得
られます。

教育学部 こども教育学科

卒業生の前途を皆で祝福
壁面いっぱいに飾られた「金色笑顔」

　18号館内を造形表現で彩るプロジェクト「18号館まるごとこども美術
館」が昨年度からはじまり、幼稚園・小学校との連携によるこどもたちの
作品や、教育学部の学生・教職員全員で制作した作品の展示を行ってきま
した。この「金色笑顔」という作品は、この春に卒業した上級生へのお祝
いの気持ちを込めて、教育学部の学生たちが約1,500枚の金色の折り紙でつ
くりました。18号館2階エントランスの壁面いっぱいに展示された「金色笑
顔」は、卒業式で多くの笑顔であふれる撮影スポットとなりました。

修士論文中間報告会を開催しました

　心理科学研究科では、4月24日に博士前期課程2年生の修士論
文中間報告会を開催しました。発表者は、約2週間前に発表動
画と抄録を作成し、教員や他の院生が事前に閲覧できるように
して、当日はポスター発表を行いました。
　従来の口頭発表のスタイルとは異なり、同時進行的に個別で
のディスカッションが可能となるため、かなり深いところまで
議論が繰り広げられました。計2時間にわたる質疑応答でした
が、とても充実した報告会となりました。

心理科学研究科 心理科学専攻
帝塚山大学大学院より Graduat e Schoo l

関連記事 P.14
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クラブ・サークルを通じて、学内外で活躍する
帝塚山大学生の姿をお届けします。

若手選手の覚醒が著しい今季　来季への期待が高まる戦果を示す
4月21日に開幕した2024年度春季

リーグ戦では、初戦から4連勝と好
調な滑り出しを見せるも、途中で
エースアタッカーの堀由佳選手（心
理4年）を膝の故障により欠き、第
5戦から痛恨の4連敗を喫すること
に。しかしながら、ここから粘り
を見せるのが帝塚山大学。フルセッ
トの末、たて続けに勝利をもぎ取
る展開で、最終的にはリーグ第4位という結果となりました。首位奪還は
かないませんでしたが、アタッカーとしての実力を見せつけた内田千晴
選手（経済経営3年）や堀選手の抜けた穴を埋める大活躍を見せた下井み
ゆ選手（経済経営2年）など、来季の結果が期待できる大会となりました。
　6月20日に開幕した西日本インカレ大会（2024年度 第50回 西日本バレー
ボール大学女子選手権大会）が本学は予選グループ初戦で至学館大学を

セットカウント2-0で下し、第2戦の愛
知教育大学にもストレートで勝利しま
した。続く帝塚山学院大学との戦い
は、第1セットを落としたものの3-1で
試合を制して順調にベスト8に進出し
ました。ベスト4がかかる中京大学と
の対戦は残念ながら1-3で敗戦し、今
年の西日本インカレはベスト8という
成績で終了しました。
　7月15日には、「2024年度天皇杯・皇
后杯 全日本6人制バレーボール選手権
大会奈良県ラウンド」が行われ、本学
は順調に勝ち進み、近畿ブロックラウ
ンドへと駒を進めました。

女子バレーボール部強化認定クラブ

ラグビー部 東生駒
キャンパス硬式野球部 東生駒

キャンパス

Clubs & Circ l es

クラブ・サークル活動紹介

ベテランから新人まで期待に応える戦績を上げる  創部以来初の女子選手も目覚ましい活躍
　4月27日～28日に横浜武道館（神奈川県横浜
市）で開催の「2024年度全日本ジュニアオリ
ンピック選手権（男子U20）」で、フリースタ
イル125㎏で島田京弥選手（法1年）が3位とな
り、全国大会での初のメダルを獲得しました。 
　6月29日、30日には富士見市立市民体育館（埼
玉県富士見市）で全日本社会人選手権が行わ
れました。同大会は、女子に限り自衛隊など
の社会人に加えて大学生もエントリーできま
す。同大会では、本学初の女子選手である矢

野楓奈選手（法
1 年）が 50 ㎏ 級
で３位に入賞し
ました。
　 7 月 13 日、14
日に金岡公園体
育館（大阪府堺
市）で行われた

「西日本新人選手

権大会」では、升田康太選手（経済経営2年）が、
昨年に引き続き、グレコローマン、フリーの両
スタイルを制覇し、「天皇杯 全日本選手権」へ
の出場権を獲得しました。そのほかにも多くの
選手が入賞を果たし、本学の実力を印象づける
大会となりました。
　また、学生日本一を決める「文部科学大臣杯 
全日本学生選手権大会」（8月23日～26日 駒沢
オリンピック公園体育館/東京都世田谷区）に
おいて、吉田奨健選手（経済経営4年）が、強

豪の集うブロッ
クを勝ち抜き、
フリースタイル
92㎏級で3位に
入賞。銅メダル
を獲得し、この
大会では、本学
初のメダリスト
となりました。

レスリング部 東生駒
キャンパス強化認定クラブ

西日本新人選手権大会
◆グレコローマンスタイル
　87㎏級 升田康太（経済経営2年） 優勝
　87㎏級 岡山ダー（経済経営1年） 準優勝
　77㎏級 大原千宙（経済経営2年） ３位
　72㎏級 中本圭作（日本文化2年） ３位
◆フリースタイル
　86㎏級 升田康太（経済経営2年） 優勝
　86㎏級 岡山ダー（経済経営1年） 準優勝
　72㎏級 中本圭作（日本文化2年） ３位
　65㎏級 中村太紀（経済経営2年） ３位

後半は調子を上げるも 
序盤の3連敗が響き、リーグ4位に終わる
　2024年春季リーグ初戦は、最終回に4点
をもぎ取られ、逆転負けでの黒星発進に。
リーグ後半戦に行くにしたがって調子を
上げて連勝を収めるも、序盤の3連敗が響
いて最終的には6勝4敗。リーグ4位という
結果になりました。目標である1部リーグ
への昇格は来シーズンへ持ち越しとなり
ました。
　なお、今季のリーグ戦では、ベストナ
イン一塁手に安田遼音選手（経済経営2年）
が選ばれました。

来シーズンでのBリーグ昇格をめざして 
チーム力アップを誓う

2023年度リーグ初戦は相手チー
ムを大差をつけて勝利。その勢
いのままに連勝が期待されたも
のの、調子が上がらず、2勝2敗
でC1リーグで3位という結果に。
C2リーグ4位の神戸学院を54-14
で下して、滋賀大学との5-6位の
順位決定戦に臨みました。その
対戦に33-45で敗れ、最終順位は6位に終わりました。入替戦に臨めるの
は上位4チームのみ。Bリーグ復帰には今季も届かず、来季の飛躍を目
標に練習に励む所存です。
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令和6年度 課外活動表彰式を行いました
　7月17日、令和6年度の課外活動表彰式を東生駒キャンパス会議
ホールで行いました。本表彰は、体育会系、文化会系などの課外
活動において、優秀な成績を収めた団体または個人に対し、その
栄誉を称えて表彰する制度です。
　今回の表彰式では、3団体と4名が令和5（2023）年度の課外活
動の実績を評価されて団体賞と個人賞を受賞。熊谷礼子副学長か
ら表彰状と記念品が手渡され、（2024年3月に卒業した北山佳月さ
んは３月の卒業式で表彰されています）「皆さんの日ごろの鍛錬
はスポーツのみならず、人生のあらゆる局面で必ず力になる」と
激励の言葉が贈られました。
　表彰式の後は大学のバックパネルの前で記念撮影を行い、皆が
さらなる躍進を胸に誓いました。

経験者も未経験者も
皆で仲良くテニスが楽しめます

不思議なこと、奇妙な現象
興味がある人 大募集！

① 東生駒キャンパス通用門近くのテニスコートが活動場所。（取材時点
では）荒れ放題のコートの草抜きやトンボ掛け、ローラーなどの整備
からスタート。コートが使えるようになれば、火曜日と木曜日の３限
後から練習の予定です。

② 男子 13 人　女子が一人もいないので絶賛募集中です！
③ 皆が元気いっぱいで仲がとても良いところです。整備も呼びかけると

皆が手伝ってくれるほど。楽しく活動できます！

① 学園前キャンパスの14301教室で、未確認生物（UMA）に関する情報収
集・歴史学習を基本に活動しています。月1回のミーティングを行い、
年に1～2回ほど未確認生物の調査に遠征する予定です。

② 女子5人
③ 今年の4月に心理学部の2年生で設立したばかりのサークルです。自由

な活動を求めている人におすすめ。「こんなことをしたい！」といっ
た新しい意見を柔軟に取り入れて活動の幅を広げていきたいです。

ソフトテニスサークル 未確認生物（UMA）研究会 学園前
キャンパス

東生駒
キャンパス

未確認生物（UMA）に関する資料を持ち寄って皆で楽しく情報収集雑草が生え放題だったコートを整備し、練習開始！！

（写真） 上：団体賞受賞のレスリング部 
中：受賞学生をたたえる熊谷副学長 
下：団体賞受賞の女子バレーボール部

楽しくソフトテニスをできる場所にしていきたいと思っ
ています。男女問わずたくさんの人に参加してほしい
です！

奇妙なものや怖いものが好きな人も苦手な人も、自由
に楽しんで活動できるサークルをめざしています！

代表 代表澤見 弥和さん（経済経営1年） 井本  朋花さん（心理2年）

①活動内容　②アピールポイント　③今年の目標

1 団体賞 優秀賞 女子バレーボール部
2 団体賞 優秀賞 レスリング部
3 団体賞 アイススケートサークル
4 個人賞 最優秀賞 レスリング部 吉田 奨健 （経済経営４年）
5 個人賞 優秀賞 女子バレーボール部 北山 佳月（経済経営2024年度卒）
6 個人賞 優秀賞女子バレーボール部 堀 由佳 （心理３年）
7 個人賞 優秀賞 レスリング部 升田 康太 （経済経営２年）
8 個人賞 優秀賞 アイススケートサークル 来栖 綾侑子（こども教育4年）
 ※学年は2024年度のもの

表彰団体および表彰学生

Clubs & Circ l es
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　4月13日、新入生歓迎会を開催し、まだ桜の残る東生駒キャンパスが多くの新入生でにぎわ
いました。
　第１部は、「学生生活を取り巻くリスクについて」と題した講演で、奈良県警察本部生活安
全課の講師から薬物の危険性や防犯対策について詳しい解説がありました。第２部では、学生
会やクラブ・サークルがスライドを用いて新入生に活動内容をプレゼンしました。すべての紹
介が完了した後は、恒例のビンゴ大会です。豪華賞品が当たるとあって、番号が読み上げられ
る度に会場から歓声が沸き起こりました。
　歓迎会が終わると、６号館前の広場で、ユニフォームや思い思いの服装をまとった上級生が
ちらしを配ったり、一芸を披露したりして、新入生勧誘に最後のアピールを行いました。

　新入生歓迎を目的に開催される「あかね祭」は、短大時代の「茜祭」
の伝統を引き継ごうと当時の学園前キャンパスの学生が2007年度から再
開させたイベント。毎年春に学園前キャンパスで行われ、ハトの広場に
立ち並ぶ数々の模擬店やステージイベントを目当てに、1000人を超える
来場者でにぎわう帝塚山大学の恒例行事です。
　4年前のコロナ禍では中止を余儀なくされたものの、その翌年にはオン
ラインで実施、さらに翌年には東生駒キャンパスに場所を移して学生と
教職員のみに入場を制限した対面形式で開催されました。学生たちは創
意工夫を重ね、「あかね祭」の伝統を守り、今年へとつなげてきました。
今年度は2019年度以来となる学園前キャンパスでの開催で、地域の方々
にも門戸を開き、5月12日は800名を超える方々が訪れました。

　ハトの広場に設けられた特設ステージでは、音楽系クラブ・サークル
や演劇部、そして「楽笑Crew」によるダンスなどによる熱のこもったパ
フォーマンスが披露されました。お笑い芸人LIVEやビンゴ大会では、雨
模様にもかかわらず多くの観客が集まり、ステージ前は大いに盛り上が
りました。そのほかにも、心理学部による交流イベント「ふれあい広場」、
手品やお茶席などの催し物、クラブ・サークルの相談会など多彩な企画
が行われ、学生同士だけでなく地域の方々とも交流を深めました。
　あかね祭恒例の大きなバルーンのトランポリンや縁日で遊ぶ親子、模
擬店でのグルメを楽しむ在学生、友人と連れ立って久しぶりに大学を訪
れた卒業生など、久々のお祭りを堪能する来場者であふれ、学園前キャ
ンパスは活気に包まれていました。

2024.5.12
SUN.

2024.4.13
SAT.

白熱のビンゴ大会！
新入生歓迎会を
東生駒キャンパスで開催

　軟式野球部が「2024年西都大学軟式野球連盟春季
リーグ戦（2部）」で優勝し、創部以来初の1部昇格が
決定しました。
　５月17日の初戦から快勝を収めると、勢いそのまま
に最終戦まで突き進み、最終戦は敗れたものの優勝を
決めて初の1部昇格を果たしました。軟式野球部は、
一時は部員の減少により活動休止状態が続いていたと
ころを、現3年生が中心となって復活させ、短期間で
すばらしい結果を出しました。
　なお、本春季リーグ戦では、多くの個人タイトルも
獲得しています。
＜最優秀選手賞＞ 野田 航希 さん（居住空間デザイン２年）
＜最多勝＞ 澤村 将吾 さん（日本文化２年）
＜最多本塁打＞ 河原 煌樹 さん（日本文化２年）

西都大学軟式野球連盟 １部リーグに昇格

軟式野球部

クラブ・サークル活動紹介 クラブ・サークルを通じて、学内外で活躍する
帝塚山大学生の姿をお届けします。

Clubs & Circ l es

5年ぶりの学園前キャンパス開催
一般の方も来場 「第17回あかね祭」
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Honor Students
学
部
褒
賞
学
生

　

本
学
で
は
、
各
学
部
学
科
の
２
年
生
か
ら
４
年
生
を
対
象
に
、
前
年
度
の
成

績
が
優
秀
な
学
生
に
「
学
部
褒
賞
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
4
年
度
の
褒
賞
学
生
が
決
定
し
、
学
科
ご
と
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
生
の
日
々
の
研
鑽
と
努
力
を
た
た
え
、
学
部
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

【学部学科内 学年ごとに50音順 掲載承諾学生のみ】

文
学
部

日
本
文
化
学
科

2
年
泉
谷 

羽
奏

髙
橋 

美
晴

宮
本 

夏
乃

3
年
鰯
谷 

梓
実

京京辰辰
已 

ま
ゆ

中
嶋 

都
輝

4
年
齋
藤 

晴
日

杉
浦 

慶
子 

牧
野 

由
来 

経
済
経
営
学
部

経
済
経
営
学
科

2
年
浅
井 

彩
花

阿
部 

彩
羽

有
川 

煌
稀

池
田 

壮
帆

石
埜 

萌

今
村 

晴
之
助

植
田 

理
愛

上
野 

楓
花

岡
西 

優
来

中
井 

咲
希

馬
場 

詩
織

東
影 

直
弥

福
永 

泰
士

古
川 

元

松
田 

里
奈

宮
本 

雅
哉

村
田 

直
毅

森
田 

茂
充

八
ツ
本 

有
真

矢
野 

拓
真

ZHONG RUXIN
LU M

EIQIAN

法
学
部 
法
学
科

2
年
竹
内 
嵯
恵

松
下 
直
樹

冨
岡 

美
来

3
年
上
野
山 

凜

西
岡 

柚
葉

林
田 

碧

4
年
岡
田 

潤
太

佐
久
川 

渉

服
部 

真
里
奈

GENG ZHI

心
理
学
部 

心
理
学
科

2
年
川
本 

み
の
り

花
谷 

恋
都
子

松
井 

彩
華

3
年
岡
田 

元
斗

河
野 

結
衣

山
口 

実
莉

4
年
上
垣 

晴
奈

大
西 

琉
来
矢

野
崎 

綾
香

現
代
生
活
学
部

食
物
栄
養
学
科

2
年
小
坪 

歩
夢

谷 

郁
花

吉
野 

優
五

3
年
影
山 

心
美

福
田 

瑞
季

細
川 

菜
摘

4
年
植
田 

百
香

岸 

奈
津
子

中
村 

柚
稀

現
代
生
活
学
部

居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科

2
年
有
馬 

紗
彩

高
瀬 

将
生

松
下 

明
香
里

3
年
川
幡 

莉
瑚

戸
口 

珠
緒

藤
岡 

涼
葉

4
年
阿
部 

来
夢

鬼
塚 

愛
実

小
中 

瑠
美

教
育
学
部

こ
ど
も
教
育
学
科

2
年
石
橋 
優
佳

今
西 
ま
ど
か

島
田 

彩
花

3
年
大
石 

紗
良

田
中 

知
里

中
村 

花

4
年
平
井 

彩
楽

平
山 

結
衣

船
越 

和
花

令和5（2023）年度後期
学長表彰

　「学長表彰」とは、学業や優れた活動により社会
的に高い評価を受けるなど、本学の名誉を高めるこ
とに貢献した学生または学生団体を学長が表彰す
る制度で、「学長賞」と、それに次ぐ「学長奨励賞」
の2つの賞を設けています。令和5年度後期の表彰
対象者は右記のとおりです。

※学年は2024年4月時点のもの

加
川 

礼
音

北
山 

菜
々
実

小
﨑 

直

佐
藤 

日
晴

島
袋 

祐
矢

新
宮 

翔
太

辻
井 

未
来

仲
川 

友
佳

西
原 

久
美
香

松
本 
菜
々
花

松
本 
琉
雅

𠮷
川 
眞
由

3
年
池
田 

心
源

上
田 

雅
基

小
栗 

ひ
な
か

三
反
畑 

奈
々
星

清
水 

莉
奈

竹
辺 

朱
梨

田
上 

千
尋

田
村 

春
陽

出
原 

未
来

中
居 

詩
生
里

西
岡 

颯

西
口 

華
加

西
出 

結
喜

冬
木 

純
一
郎

松
井 

綾
音

松
石 

優
希

松
下 

晃
大

森
田 

恵
梨
菜

柳
村 

柊
吾

山
﨑 

由
貴

山
田 

太
陽

4
年
赤
川 

絵
梨

遠
藤 

碧

奥
本 

誠
司

川
並 

大
起

木
村 

萌
恵

小
林 

愛
里

玉
野 

佑
香
里

 学長賞 （本表内学生はすべて2024年3月卒業） 

文学部日本文化学科
大畑 瑞月 学科内学業成績最優秀者

国松 あすみ 学科内学業成績最優秀者
経済経営学部経済経営学科 藤田 泰成 学科内学業成績最優秀者
法学部法学科 木下 歩美 学科内学業成績最優秀者
心理学部心理学科 久野 咲莉 学科内学業成績最優秀者
現代生活学部食物栄養学科 岡 若菜 学科内学業成績最優秀者

現代生活学部居住空間デザイン学科
佐藤 花梨 学科内学業成績最優秀者

松田 紗弥 「京都デザイン賞」において「京の和文具賞」
を受賞

教育学部こども教育学科 伊藤 美空 学科内学業成績最優秀者
文学部日本文化学科「2023年度スピコンサポートプロジェクトチーム」 
日本語教員養成プログラムの一環で、留学生日本語スピーチコンテストに参加する留学生を、日本
語教員資格の取得を目指す学生がサポートした。

学長奨励賞
法学部法学科 「国際法・平和学ゼミ（末吉ゼミ）」
ゼミにおいて、戦争遺跡デジタルマップの制作や小中学校における平和学習などを実施し、学生
の主体的な活動により本学の知名度の向上に貢献。
現代生活学部食物栄養学科「藤村ゼミ柿チーム」
若者の柿消費拡大につながるような商品開発に取り組み、「柿ソース」レシピを考案。地域貢献に寄与。
現代生活学部居住空間デザイン学科 上野 朝絵
デザインコンペ（JIPA + JIPAK 第5回 デザインコンペティション）で協賛企業賞を受賞。本学の知名
度の向上に貢献した。

※ 

経
済
経
営
学
部
の
み
、

各
学
年
に
つ
き
20
人
を

経
済
経
営
学
部
成
績
優

秀
者
と
し
て
表
彰
し
て

い
る
。
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法学部の末吉洋文教授（専門：国際法、平和
学）のゼミでは研究のテーマのひとつに「ジェン
ダー問題」を掲げ、2020年度から毎年、ジェンダー
ギャップについて知識を深めることができるカル
タを学生が制作して一般に公表しています。

これまで国際女性デー（3月8日）に新作を発表
してきたカルタを、今年は男女共同参画週間（6
月23日～29日）に合わせて発表し、同時に24日か
ら生駒市コミュニティーセンター（生駒市元町）
と生駒市役所（生駒市東新町）でカルタの展示を
行いました。今年のカルタは、本学と高大連携を
結ぶ奈良育英高校等学校・中学校の生徒が考案し
た読み札のほか、生成AIによるものも登場し、今
まで以上にさまざまな視点からジェンダーに関す

る気づきが得られるカルタをそろえました。
23日には親子を対象にしたジェンダーカルタ 

大会を開催。学生と奈良育英高等学校・中学校の

生徒がファシリテーターを務め、参加者とともに
カルタを楽しみました。

　本学は、「実学の帝塚山大学」をスローガンに掲げ、自
治体、企業、研究機関などと連携して地域や社会の課題
解決に取り組む「プロジェクト型学習」に注力しています。
　奈良県を中心に各所で展開する地域連携、産官学連
携のほか、学術協定をもとにした大学連携、総合学園の
強みを生かした帝塚山学園内での教育連携など、多種
多様な協働事業を通じて、学生は実践力とともに「時代
を生き抜く力」と「変化に対応する力」を身につけます。

地域連携 × 大学連携

（写真左）新作だけでなく、2020年度から2023年度にかけて作ったカルタからも選りすぐったものを展示。
（写真右）カルタ大会では、本学学生とともに奈良育英高等学校・中学校の生徒が大活躍。参加した小学生もカルタに熱中した。

全国的に増加している買い物困難者問題。その
背景には、既存商店街の衰退や高齢化による運
転免許を持たない人々の増加などがあると考えら
れています。この問題は県内の五條市でも例外で
はなく、同市による2019年度の調査では、市民の
4人に1が買い物など日常生活に不便を感じている
ことが判明しました。 

この状況を受け、経済経営学部の荒木大惠講師
（専門：地域経済学）と豊澤圭助教（専門：経済
政策）がゼミ生とともに、同市における買い物困

難者の実態を把握する調査を行いました。この調
査は、五條市との連携協定の一環で、65歳以上の
市民1,000人を対象にした無作為抽出郵送アンケー
トと市内大型小売店での街頭ヒアリングを組み合
わせて実施されました。 

7月6日に五條市内の4店舗で行った実地調査で
は、「食料品が購入できる店舗が減った」「運転で
きなくなると買い物ができない」といった市民の
声が寄せられました。調査に参加した荒木ゼミの
福崎望さん（経済経営3年）は、「大容量のペット
ボトル飲料を購入する人が多かった。車があるか
らこその買い物だと感じた」と話し、「車を持たな
い友人が買い物に困っていると話す人もいた」と
振り返りました。

8月29日には、このヒアリング調査と郵送アン
ケートの分析結果（有効回答数658名）について、
学生と教員が平岡清司五條市長にオンラインで中
間報告を行いました。アンケートの集計結果から、

運転ができない世帯が不便を感じている割合が高
いことが改めて明らかになり、同時に、配達サー
ビスに対する期待感と、移動販売場所の利便性が
重視されていることが示唆されました。これらを
もとに①公共交通の拡充②配達サービスの手数料
補助③移動販売ルートの見直しなどを政策として
五條市に提案しました。平岡市長は「公共交通の
拡充については運行ルートと時間の調整が難しい
面もあるが、配達サービスでの補助など、今回の
報告結果を踏まえて検討していきたい」と述べました。

五條市と共同で買い物困難者の実態把握調査
学生が現地ヒアリングで市民の声を拾う

経済経営学部 
経済経営学科

×
五條市

「ぬぐう汗男子に限らぬ甲子園」「寝れない寝ていない日本の女たち」
男女共同参画週間に「ジェンダーギャップを考えるカルタ」の新作を展示

法学部法学科×
奈良育英高等学校・中学校×

生駒市

（写真左）大型小売店での実地調査を行う学生。丁寧に買い物
客へのヒアリングを行う。（写真右）五條市の担当者と現状に
ついて打ち合わせる。
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2024年3月1日、東生駒キャンパスにおいて「第12回 実学の帝塚山大学
実践学生発表祭 ～アクティブ・ラーニングの実践事例～」を開催しました。
　本発表祭は、多摩大学（東京都多摩市）との学術交流に関する包括協
定にもとづき毎年春休みの時期に実施するもので、多摩大学を主会場と
して12月に行われる「多摩大学アクティブ・ラーニング祭」と並ぶ、実
学の成果を発表する一大イベントです。大学の枠組みや専門分野を越え
て意見交換を行い、新しい学問的視点へと結びつけることを目的に開か
れる本発表祭に、今年度は本学から7組、大学間連携を結ぶ多摩大学と
大阪電気通信大学（大阪府寝屋川市）から4組の合計11組が参加しました。

いずれの発表もこの日のために入念な準備をしてきたことをうかがわ
せる内容で、10分という限られた発表時間の中で、学生たちは1年間かけ
て取り組んだ「プロジェクト型学習」の成果を余すところなく披露しました。

　本学からは、奈良県
で事業化された「大学
生が創る奈良の心理教
育を活用した予防的支
援事業」、オリジナル
味噌の企画・開発、當
麻寺との連携プロジェ
クトなど、各学科から
選抜された学生が地
域・産官学連携による課題解決型プロジェクトの成果を報告。専門分野
での学びを生かした、学生ならではの視点や発想が光る取組みが紹介さ
れ、会場では活発な質疑応答が繰り広げられました。

発表一覧
発表１ 帝塚山大学　経済経営学部　経済経営学科
 「優待廃止がトレンド！それどうなの？」
発表２ 多摩大学　インターゼミ　アジアダイナミズム班
  「モンゴル帝国の衰退から見る宗教と統治～ロシア

と中国の視点から～」
発表３ 帝塚山大学　現代生活学部　食物栄養学科
  「帝塚山大学オリジナル味噌の企画から販売まで　

―我 が々学び得たこと―」
発表４ 帝塚山大学　法学部　法学科
 「帝塚山小学校における交通安全教室の実施報告」

発表５ 大阪電気通信大学　工学部　環境科学科
 「要介護者の遠隔見守りサポート」    
発表６ 帝塚山大学　心理学部　心理学科
  「大学生が創る奈良の心理教育を活用した予防的支

援事業」
発表７ 多摩大学　経営情報学部　経営情報学科
 「画像生成系AIの現状と展望」    
発表８ 帝塚山大学　教育学部　こども教育学科
  「明日香幼稚園での保育実践『３じからのわくわく

いろいろあそび』を通しての学び」

発表９ 帝塚山大学　文学部　日本文化学科
 「當麻寺プロジェクトの進捗報告」    
発表１０  大阪電気通信大学　工学部　環境科学科
 「植物の葉を利用した新しい電池 」   
発表１１   帝塚山大学　 

現代生活学部　居住空間デザイン学科
   「感染症対策における換気の実態と効果的な換

気手法の提案」

（写真上）當麻寺護念院の前で外国人観光客にリーフレットを渡す。 
（写真下左）境内にかけられた来迎橋で観音菩薩らが中将姫を迎え、阿弥陀如来
が待つ極楽へと導く。 （写真下右）練供養の見どころを説明する学生。

（写真）「こうかな？」まっすぐになるように、慎重に
イーゼルに自分の作品を置く。

こども教育学科では、総合学園の強みを生かし、同一キャ
ンパス内にある幼稚園や小学校と連携して、さまざまなプロ
ジェクトにも取り組んでいます。その一環として、はじまった
のが「18号館まるごとこども美術館」プロジェクトです。昨
年度は、帝塚山小学校の3年生による自画像作品を18号
館の壁一面に展示し、カラフルなアート空間を作り上げました。

今年度は、帝塚山幼稚園との連携による「額で絵を運

んでてんらんかい」が行われました。7月10日、園児は自分
自身が選んだ作品をこども教育学科の学生と協力しながら
18号館まで運び、金色の折り紙が貼られた壁「金色笑顔」
の前に展示しました。一仕事を終えた園児は、造形室で
担任の先生をモデルに絵を描いたり、ろくろを使ってカラー
ペンで渦巻き模様を描いたりと、学生とともに造形活動を
満喫しました。

（写真上）異なる専門分野だか
らこその意外性のある質問が相
次いだ。

（写真下）締めの挨拶を行う河
口充勇教授（文学部日本文化学
科）・地域連携委員会委員長。

當麻寺で1000年続く伝統行事
「聖衆来迎練供養会式」
1日限定の観光案内所をオープン

文学部
日本文化学科

×
當麻寺護念院

「18号館まるごとこども美術館」プロジェクト第2弾
今年は帝塚山幼稚園と連携して園児の作品を展示

教育学部
こども教育学科

×
帝塚山幼稚園

第12回 実践学生発表祭
 ～アクティブ・ラーニングの実践事例～を開催

大 学
連 携

4
月
14
日
、
當
麻
寺
（
葛
城
市
）
で
「
聖
衆
来
迎
練
供

養
会
式
」
が
開
か
れ
、
日
本
文
化
学
科
の
学
生
ら
が
護
念

院
門
前
で
1
日
限
定
の
観
光
案
内
所
を
設
置
し
ま
し
た
。

学
生
は
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
に
身

を
包
み
、こ
の
日
の
た
め
に
作
成
し
た
練
供
養
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
観
光
客
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
観
光
客
の
求
め
に

応
じ
て
、
練
供
養
会
式
の
見
ど
こ
ろ
や
歴
史
的
背
景
に
関

す
る
解
説
の
ほ
か
、
拝
観
場
所
の
案
内
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班
の
学
生
は
、
事
前
練
習
を
重
ね
て

き
た
、
菩
薩
装
束
の
着
付
け
や
面
・
光
背
の
装
着
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
當
麻
寺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
は
日

本
文
化
学
科
と
當
麻
寺
護
念
院
が
連
携
し
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
當
麻
寺
の
魅
力
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
。
こ
れ
ま
で
、
練
供
養
会
式
の
準
備
の
様
子
を
記
録

写
真
と
し
て
残
し
た
り
、
今
年
の
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
予
定
し
て
い
る
の
は
、
練
供
養
会
式
で
使
用
さ
れ

て
い
る
中
将
姫
像
（
當
麻
寺
護
念
院
所
蔵
）
の
レ
プ
リ
カ

制
作
。
本
学
と
学
術
協
定
を
結
ぶ
大
阪
電
気
通
信
大
学
の

協
力
を
得
て
、
3
D
ス
キ
ャ
ナ
ー
撮
影
に
よ
る
「
寺
の
外

に
持
ち
出
せ
、
手
に
取
れ
る
ス
ー
パ
ー
リ
ア
ル
な
レ
プ
リ

カ
文
化
財
」
を
今
秋
に
は
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。
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　キャリアセンターでは、学生1人ひとりが「実学教育」
を通じて主体的に行動し、地域や社会に貢献できる
人材の育成をめざしています。
　学生が自らの意思で進路選択・就職決定ができる
よう多種多様なサポートプログラムを実施するととも
に、個人の希望やニーズや就職活動の進捗状況に
合わせてきめ細かい支援を行っています。

就職支援の取組み

数字で見る帝塚山大学の就職力 　
３年生全員との面談で手厚いサポート

希望の進路をかなえる　キャリアセンターの就職活動支援
10月からの主な就職イベント キャリアセンターが

一押し企業を大学HPで紹介

年間求人数 就職内定率

　キャリアセンターでは、3年次から全ての学
生を対象にキャリアカウンセリングを実施して
います。自分の興味や将来の目標を明確にす
る自己分析から始め、就職活動の進め方につ
いて学生一人ひとりに最適なアドバイスを行い
ます。そのほかにも、履歴書やエントリーシー
トの添削、資格取得の相談など、就職活動
に関するあらゆる悩みに対応。さらに、プロの
キャリアカウンセラーが学部の教員と情報を共
有し、学生一人ひとりの希望に沿ったサポー
トを提供しています。この「面倒見の良さ」
が帝塚山大学のキャリアセンターの特長です。

40,819件
（16,874 社）

97.9%

※2024年3月卒業生向け求人数実績 ※2023年5月1日現在

700名
求職者数

685名
内定者数

3年生対象  第3回キャリアガイダンス
日時：10月15日（火）・22日（火） 16:30-18:00
会場：6201教室
①インターンシップの振り返りと今後のスケジュール
②志望動機・自己PR・学生時代に力を入れたことのポイント
③面接対策ポイント

グループディスカッション対策セミナー
日時：10月29日（火） 16:30-18:00
会場：まほろば

オンライン就活マナーセミナー Zoom

日時：11月2日（土）10:30-11:30

10月 
● 就職ガイダンス
● おでかけキャリアセンター
● 就職エージェント相談会　など

11月 
● 学内業界研究セミナー
● 就職ガイダンス
● SPI体験受験
● 企業・模擬面接体験会
● 就職模試（Ｓ）
● 就活マナー講座　など

12月 
● 学内業界研究セミナー
● 就職ガイダンス
● 留学生対象就職ガイダンス 
● おでかけキャリアセンター
● 証明写真撮影会　など

　2024年度から、キャリアセンターが一押しするお
薦め企業をHPで紹介しています。
　年間休日数、賞与額や2年目以降の年収額など
の待遇面をキャリアセンターが総合的に判断し、
学生に自信を持って薦められる企業を順にリストアッ
プ。各企業の概要説明のほか、企業紹介動画な
どもリンク先で案内しています。ぜひ、キャリアセ
ンター推薦の優良企業の情報を入手してください。

学生全員への個人面談実施数 

5,000 件以上

2023年度卒業生 就職関連実績

学生
1人あたり
約58件

T ezukayama  Career SupportT ezukayama  Career Support

東生駒キャンパス 学園前キャンパス

お問合せ 東生駒キャンパス  TEL:0742-48-9688 学園前キャンパス TEL：0742-41-4751
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2023年度の主な就職先 （※業種分類は総務省編「日本標準産業分類」に準拠） 分類内50音順
但し、公務員については分類内・業種別で50音順

キャリアセンターを活用して優良企業に内定を決めた先輩の就職活動体験談をお届けします。

Career Report　内定者速報

キャリアセンターは3年生の全員面談で初めて利用しました。経験の
棚卸しをする際に、客観的な意見を頂けたのがありがたかったです。以
後、就職活動は自分のペースで進めるつもりでインターンシップを何社
か体験したものの、何だかしっくり来なくて、方向性がよくわからなくなっ
ていました。そんなとき、キャリアセンターに勧められたアパレル企業
のインハウスデザイナー職に、ものは試しとエントリーしたところ、とん
とん拍子に選考を通過して内定を頂くことができたのです。

建築士をめざす同級生が多いなか、製図が苦手な自分はその分野を
選べないことに忸怩たる思いがありました。だからこそ、この選考では、
大学で学んだ建築デザインの知識とスキルはどんなデザイン分野でも
生かせることをアピールしました。また、選んでもらうという意識を捨て、
初対面の人との会話を楽しむよう努めたことも功を奏したのかもしれません。

就職活動には正解がなく、自分に合った方法を自力で見つけるのは
難しいこともあります。キャリアセンターは、自分では気づかなかっ
た点を指摘し、足りない部分を補ってくれる場所。一人ではできない
ことをサポートしてもらうためにも、キャリアセンターを積極的に活
用してください。

就職活動を始めたのは大学3年生の5月ごろです。最初は合同企業
説明会に参加しました。その後、インターンシップを10社経験し、
業界を定めずにさまざまな企業にエントリーしていました。そんな
自己流の就職活動を変えるきっかけになったのは、ゼミの先生に勧
められて参加した「自己開発ゼミナール」です。毎回の課題が大変
でしたが、専門の講師による的確なフィードバックで計画的に就職
活動を進めることができました。特に自分だけでは対策しづらい「見
た目」についても、有益なアドバイスを頂けました。第一印象をよ
くするために常に姿勢を正すよう心がけたところ、面接での相手の
反応が明らかに変わったように感じました。

後輩の皆さんへのアドバイスとしては、大学で新しいことに挑戦
してほしいということですね。私はボランティアでこども食堂を手伝っ
たり、大学祭で縁日を企画したり、さまざまな活動に取り組んでき
たので、エントリーシート用のエピソードには困りませんでした。あ
とは、早めに行動することでしょうか。試行錯誤できる時間がある
と心に余裕が生まれます。迷ったり不安になったりしたときは、キャ
リアセンターに積極的に足を運んで就職活動を「楽」に進めましょう。

自己開発ゼミナールでの学びが、
就職活動の指針に。専門の講師に
よる指導で自信を持って就職活動
を進められた。

内定先 国内有数の 
業務用厨房機器サプライ企業

文学部 
日本文化学科4年

小宮山 太一 さん

自分の強みを理解できたからこそ
面接も楽しんで受けられた。
経歴の棚卸しには、キャリアセン
ターを最大限活用して。

内定先 複数のグループ企業を 
持つ総合衣料商社

現代生活学部
居住空間デザイン学科4年

下田 虎太郎 さん

文学部 経済経営学部 法学部日本文化学科
公務 大阪市教育委員会（中学校：国語） 公務 東京都教育委員会

公務

東京特別区
東大阪市役所 奈良県警察本部 奈良県庁

建設 ㈱きんでん 建設 積水ハウス㈱ 奈良市役所

製造 ㈱グラフィック 大和ハウス工業㈱ 大阪府警察本部（４）
キヤノンアネルバ㈱

製造
京セラドキュメントソリューションズ㈱ 京都府警察本部

情報通信 ナビオコンピュータ㈱ 立川ブラインド工業㈱ 奈良県警察本部（２）
卸売 コイズミファニテック㈱ 日本ドライケミカル㈱ 大阪市消防局

小売
イオンリテール㈱ 運輸 近畿日本鉄道㈱ 防衛省自衛隊　幹部候補生
㈱近鉄リテーリング センコー㈱ 公共団体 （一社）日本自動車連盟（JAF）
近鉄ファシリティーズ㈱

卸売

㈱ライオン事務器 建設 積水ハウス㈱

保険
㈱かんぽ生命保険 ダイワボウ情報システム㈱ 製造 高圧ガス工業㈱
近鉄保険サービス㈱ ナブコドア㈱ 情報通信 ナビオコンピュータ㈱
明治安田生命保険相互会社 横河商事㈱ 卸売 ㈱ケーエスケー

物品賃貸業 ㈱アクトワンヤマイチ 小売 サントリービバレッジソリューション㈱ 小売 日産大阪販売㈱
宿泊 京阪ホテルズ＆リゾーツ㈱ 金融 ㈱百五銀行 金融 大阪シティ信用金庫

サービス パナソニックエイジフリー㈱ 京都中央信用金庫 ㈱関西みらい銀行

複合サービス 京都農業協同組合（JA京都） 不動産 近鉄不動産㈱ 不動産 ㈱ジェイアール西日本総合ビルサービス
奈良県農業協同組合 宿泊 ㈱ホテルニューアワジ 近鉄不動産㈱

宗教 宗教法人橿原神宮 サービス アラマークユニフォームサービスジャパン㈱ サービス 綜合警備保障㈱
進学 帝塚山大学大学院 人文科学研究科 近鉄ファシリティーズ㈱ 複合サービス 奈良県農業協同組合（JAならけん）

心理学部 現代生活学部 教育学部
食物栄養学科 居住空間デザイン学科 こども教育学科

公務

法務省　矯正局　大阪矯正管区 公務 京都市教育委員会（栄養教諭） 公務 大阪府庁

公務

大阪市教育委員会（小学校教諭）
海上保安庁 奈良県教育委員会（栄養教諭） 奈良県庁 大阪府教育委員会（小学校教諭）
和歌山県庁 卸売（食品） 尾家産業㈱

建設

旭化成住宅建設㈱ 京都市教育委員会（小学校教諭）
堺市役所

製造（食品）

㈱阪急デリカアイ 一建設㈱ 京都府教育委員会（小学校教諭）
和歌山県警察本部 グリコマニュファクチャリングジャパン㈱ ㈱鍜治田工務店 奈良県教育委員会（小学校教諭）

製造

㈱湯山製作所 白ハト食品工業㈱ ㈱ジャクエツ 千葉県教育委員会（小学校教諭）
京都機械工具㈱ わらべや日洋食品㈱ サクラインターナショナル㈱ 兵庫県教育委員会（小学校教諭）
日本化学機械㈱ サービス（委託給食） エームサービス㈱ 住友林業ホームテック㈱ 広島県教育委員会（小学校教諭）
マツモト機械㈱

医療

医療法人和幸会　阪奈中央病院 生和コーポレーション㈱ 福岡県教育委員会（小学校教諭）
流通 ㈱中京医薬品 医療法人さくら会 セキスイハイム近畿㈱ 三重県教育委員会（小学校教諭）

商社
㈱メディコスヒラタ 医療法人社団医聖会　学研都市病院 大末建設㈱ 生駒市役所（幼稚園）
小西医療器㈱ 医療法人徳洲会　六地蔵総合病院 大和ハウス工業㈱ 岸和田市役所（保育園）
デュプロ㈱ 公益財団法人天理よろづ相談所病院 大和ハウスリフォーム㈱ 神戸市役所（保育園）

金融
岩井コスモ証券㈱ 社会医療法人景岳会　南大阪病院 東建コーポレーション㈱ 城陽市役所（保育園）
大和信用金庫 社会医療法人高清会　高井病院 建設（設備） 三機工業㈱ 天理市役所（保育園）
奈良信用金庫 独立行政法人国立病院機構　近畿グループ 建設（設計） ㈱池下設計 豊中市役所（保育園）

サービス ㈱キャリア
福祉

医療法人恵友会　老人保健施設恵友サザンホーム ㈱日企設計 箕面市役所（保育園）

進学
大阪樟蔭女子大学大学院人間科学研究科 社会福祉法人協同福祉会　あすなら苑 製造（住宅設備） タカラスタンダード㈱ 大和郡山市役所（保育園）
帝塚山大学大学院心理科学研究科 社会福祉法人なみはや福祉会 製造（印刷） 野崎印刷紙業㈱ 和歌山県串本町（保育園）
奈良大学大学院社会学研究科 進学 近畿大学大学院総合理工学研究科理学専攻博士前期課程 情報通信 ㈱アイティフォー 奈良市役所（行政職）

※2024年5月1日現在　（　）内数字は人数
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卒
業
生
の
本
学
の
教
育
に
対
す
る
満
足
度
、

過
去
最
高
を
更
新

　

今
春
卒
業
し
た
2
0
2
3
年
度
卒
業
生
に

在
学
時
の
「
所
属
学
部
・
学
科
の
教
育
内
容
へ

の
満
足
度
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
満
足
」
ま

た
は
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
た
割
合
の
合
計

は
92
・
9
％
で
、
定
期
的
に
本
調
査
の
実
施
を

始
め
た
2
0
1
3
年
度
以
来
、
過
去
最
高
を
更

新
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
経
年
比
較
で
み
て
み
る

と
、
2
0
2
0
年
度
卒
業
生
か
ら
2
0
2
3
年

度
卒
業
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
対
応
が
必
要
な
学
年
で
し
た
が
、「
満

足
」
の
割
合
が
毎
年
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す 

図
1 

。
な
お
、
卒
業

後
一
定
年
数
が
経
過
し
た
卒
業
生
に
も
同
じ
質

問
を
し
た
と
こ
ろ
、
87
・
5
％
が
「
満
足
」
ま

た
は
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
本
学
の「
面
倒
見
の
良
さ
」を

評
価
す
る
割
合
は
3
年
連
続
9
割
超
え
、

教
育
に
対
す
る
満
足
度
と
同
じ
傾
向

　

2
0
2
3
年
度
の
卒
業
生
に
「
帝
塚
山
大

学
は
面
倒
見
が
良
い
と
思
う
か
」
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
思
う
」
ま
た
は
「
や
や
思
う
」
と

回
答
し
た
割
合
の
合
計
は
91
・
5
％
で
、
本

質
問
項
目
を
追
加
し
た
2
0
1
9
年
度
の
調

査
以
来
、
最
も
高
い
数
値
と
な
っ
た
昨
年
度

（
91
・
6
％
）
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
高
い
数
値

と
な
り
ま
し
た 

図
2 

。
面
倒
見
が
良
い
と
回

答
す
る
割
合
は
、
こ
こ
3
年
は
9
割
を
超
え

て
お
り
、
図
1 

と
同
じ
く
高
い
数
値
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
満
足
度
と
、本
学
の

「
面
倒
見
の
良
さ
」
へ
の
評
価
と
の
相
関
関
係

が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
年
卒
業
生
が
入
社
し
た
企
業
、

本
学
の
教
育
取
組
を
評
価

　
本
学
が
主
催
す
る
企
業
説
明
会
に
参
加
い
た

だ
い
た
企
業
に
、「
本
学
の
教
育
取
組
に
よ
り

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ
る
資
質
・
能

力
、
学
修
成
果
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
か
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
93
・
4
％
の

企
業
が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
「
で
き
る
」
ま
た
は

「
あ
る
程
度
で
き
る
」
と
回
答
し
ま
し
た 

図
3
。

　
「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
は
、
大
学
、

学
部
・
学
科
等
の
教
育
理
念
に
基
づ
き
、ど
の
よ

う
な
力
を
身
に
つ
け
た
者
に
卒
業
を
認
定
し
、学

位
を
授
与
す
る
の
か
を
定
め
る
基
本
的
な
方
針

と
な
り
ま
す
。
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
よ
り
、

全
て
の
大
学
は
「
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
」（
デ
ィ
プ

ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー（
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方

針
）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程

編
成
・
実
施
の
方
針
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
（
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
））
を
策
定
・

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
人
材
養
成
目
的
お
よ
び
「
3
つ
の
ポ

リ
シ
ー
」
に
照
ら
し
て
、
本
学
の
教
育
取
組
の

成
果
や
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
か
、
学
外
の
方

か
ら
も
幅
広
く
評
価
を
い
た
だ
き
、
ポ
リ
シ
ー

や
教
育
課
程
編
成
の
見
直
し
な
ど
、
継
続
的
な

帝
塚
山
大
学
で
は
、
学
生
や
卒
業
生
、
父
母
等
の
皆
様
、
本
学
と
交
流
の
あ
る
企
業
の
方
々
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
対
象
と

し
た
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
教
育
活
動
・
学
生
支
援
の
改
善
に
生
か
す
べ
く
Ｉ
Ｒ

（※１）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

取
り
組
み
の
中
か
ら
今
回
は
、
２
０
２
３
年
度
の
卒
業
生
、
卒
業
後
一
定
年
数
が
経
過
し
た
卒
業
生
、
本
学
主
催
の
企
業
説
明
会
に
参
加
い
た
だ
い

た
企
業
の
方
々
、
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
に
実
施
し
た
３
つ
の
調
査
結
果
を
、
帝
塚
山
大
学
の「
教
育
力
」と
い
う
切
り
口
で
横
断
的
に
分
析
し
ま
し
た
。

多
面
的
な
観
点
か
ら
本
学
の
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
教
育
内
容
・
方
法
や
学
生
支
援
策
の
改
善
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ー
タ
で
み
る
帝
塚
山
大
学
の
教
育
力

デ
ー
タ
で
み
る
帝
塚
山
大
学
の
教
育
力

―
卒
業
生
・
企
業
対
象
の
調
査
結
果
か
ら
―

―
卒
業
生
・
企
業
対
象
の
調
査
結
果
か
ら
―

※１  IR（=Institutional Researchインス
ティチューショナル・リサーチ）と
は、大学の教育・研究などに関する
情報の収集・分析を通して、大学の
経営に関する意思決定や、教育の
改善のための計画策定などの支援
を行うことを指します。

 
『大学通信帝塚山』に毎号掲載している
本頁「IRレポート」は大学ホームページ
でもコンテンツとしてまとめています。

〔URL〕
https://www.tezukayama-u.ac.jp/
disclosure/ir/

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

2023年度卒業生

2022年度卒業生

2021年度卒業生

2020年度卒業生

卒業後
一定年数経過の

卒業生

満足 やや満足 あまり満足していない 全く満足していない わからない 無回答

50.8% 41.2%

43.2% 48.2%

33.0% 50.8% 13.0%

43.8% 43.8% 12.5%

6.2% 0.9% 0.5%
0.4%

6.7% 0.5% 1.0%
0.4%

0.8% 0.9%
1.5%

54.2% 38.7%
4.5% 0.4% 0.6%

1.7%

図図 11 所属学部・学科の教育内容への満足度（ひとつ選択）

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

2022年度卒業生

2023年度卒業生

2021年度卒業生

2020年度卒業生

思う やや思う あまり思わない 全く思わない わからない 無回答

53.7% 37.9%

46.9% 44.2%

41.3% 41.5% 11.9%

5.9%
1.3% 0.6%

0.5%

56.3% 35.2% 4.5%
1.1% 1.3%

1.7%

6.9%
0.8% 0.7%

0.5%

2.3% 1.7%
1.2%

図図 22 帝塚山大学は面倒見の良い大学だと思うか（ひとつ選択）

企　業

できる

ある程度できる

あまりできない

全くできない

よくわからない

無回答

59.0%

34.4%

0.0%

 0.0%

6.6%

0.0%

59.0%

6.6%

34.4%

図図 33 本学の教育取組によりディプロマ・ポリ
シー（卒業認定・学位授与の方針）に掲
げる資質・能力、学修成果を身につけるこ
とができると思うか
（ひとつ選択）

◎ 帝塚山大学の定める人材養成目的および3つのポリシーは大学
ホームページよりご覧いただけます。
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改
善
・
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
回
答
の
あ
っ
た
企
業
の
約
8
割
は
、
近
年

（
2
0
1
9
～
2
0
2
3
年
の
間
）
に
本
学
卒

業
生
が
入
社
し
た
企
業
で
、
こ
う
し
た
卒
業
生

に
対
す
る
評
価
も
、
本
学
の
教
育
取
組
に
対
す

る
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
学
の
教
育
で「
身
に
つ
い
た
力
」、

大
半
の
項
目
で
卒
業
生
が
成
長
を
実
感

　

2
0
2
3
年
度
卒
業
生
に
12
の
力
を
提
示

し
、「
本
学
で
教
育
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
身

に
つ
い
た
力
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
上
位
3
項

目
は
「
傾
聴
力
」（
93
・
0
％
）、「
規
律
性
」

（
91
・
9
％
）、「
主
体
性
」（
89
・
4
％
）、
一
方
、

下
位
3
項
目
は
「
外
国
語
」（
42
・
4
％
）、

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」（
69
・
7
％
）、「
I
T

ス
キ
ル
」（
71
・
1
％
）、
と
い
う
結
果
で
し

た 

図
4
右
。
昨
年
に
比
べ
て
減
少
し
た
項

目
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
経
年
比
較
で
み
て
み

る
と
、
概
ね
ど
の
力
も
身
に
つ
い
た
割
合
は
高

い
値
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
度
卒

業
生
と
比
較
し
て
2
0
2
3
年
度
卒
業
生
の

数
値
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
上
位
3
項
目
は

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」（
＋
7
・
3
％
）、「
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
」（
＋
4
・
2
％
）、「
社
会
人
と
し

て
の
自
立
」（
＋
3
・
7
％
）で
し
た
。
こ
の
調

査
結
果
は
、
あ
く
ま
で
学
生
の
主
観
に
よ
る
回

答
を
基
に
し
て
い
る
た
め
、
実
際
に
学
生
が
ど

の
程
度
の
力
・
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
こ

れ
だ
け
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
が
、
約
7
割
の

項
目
に
お
い
て
学
生
は
本
学
の
教
育
を
通
し
成

長
実
感
を
得
て
い
ま
す
。
な
お
、
卒
業
後
一
定

年
数
が
経
過
し
た
卒
業
生
に
も
同
じ
質
問
を
し

た
と
こ
ろ
、
最
も
割
合
が
高
か
っ
た
力
は
「
主

体
性
」「
課
題
発
見
力
」「
傾
聴
力
」
と
「
専
門

的
知
識
」（
同
率
93
・
8
％
）
で
し
た
。

　
今
後
も
継
続
的
な
調
査
を
通
じ
て
、
学
生
の

変
化
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
が
評
価
す
る

本
学
卒
業
の
新
卒
社
員
に

「
身
に
つ
い
て
い
る
力
」、

1
位
は「
主
体
性
」

　

最
近
入
社
し
た
本
学
卒
業

生
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た

企
業
に
対
し
、
先
述
の
卒
業

生
に
対
す
る
調
査
と
同
じ
12

の
力
を
示
し
、「
本
学
卒
業
の

新
卒
～
入
社
3
年
目
程
度
の

社
員
が
身
に
つ
け
て
い
る
力
」

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
最
も
割

合
が
高
か
っ
た
の
は
「
主
体

性
」（
92
・
0
％
）、
次
い
で

「
実
行
力
」「
傾
聴
力
」（
同
率

90
・
0
％
）
の
順
と
な
り
ま

し
た 

図
4
左
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
企
業

が
本
学
卒
業
の
新
卒
社
員
に

「
身
に
つ
い
て
い
る
」
と
評
価

す
る
力
と
、
卒
業
生
が
「
身
に

つ
い
て
い
る
」
と
評
価
す
る

力
の
上
位
3
項
目
の
う
ち
、

「
傾
聴
力
」「
主
体
性
」
の
2
項
目
が
一
致
し
ま

し
た
。
今
回
の
企
業
に
対
す
る
質
問
は
、
入
社

3
年
目
ま
で
を
評
価
の
対
象
期
間
に
し
て
い
る

た
め
、
卒
業
時
と
い
う
一
時
点
を
評
価
し
た
場

合
と
で
は
結
果
が
異
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
学
生
が
身
に
つ
け
た
力
や
教
育
の

成
果
が
、
本
学
の
卒
業
生
の
強
み
と
し
て
企
業

か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

今
回
、
3
つ
の
調
査
結
果
を
横
断
的
に
検
証

し
、
多
面
的
な
観
点
か
ら
教
育
活
動
を
点
検
・

評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
の
良
さ
や
課

題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
大

学
と
し
て
さ
ら
な
る
検
証
を
重
ね
、
教
育
や
学

生
支
援
の
改
善
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、『
卒
業
生（
卒
業
後
一
定

年
数
経
過
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
に
つ
い
て
、

回
答
率
が
0
・
9
％
と
低
く
、
調
査
対
象
と
し

た
年
度
の
卒
業
生
の
総
意
と
し
て
と
ら
え
る
に

は
十
分
で
は
な
い
こ
と
は
本
調
査
結
果
を
活
用

す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
と
し
て
い
ま
す
。

88.5%

91.9%

88.5%

89.4%

93.0%

84.0%

78.2%

87.0%

89.4%

71.1%

69.7%

42.4%

88.6%

92.1%

90.5%

92.1%

93.7%

87.1%

83.2%

87.9%

88.1%

74.7%

69.4%

45.2%

86.7%

91.7%

89.9%

91.8%

93.1%

82.6%

81.9%

86.5%

90.9%

68.9%

70.8%

47.6%

84.8%

89.6%

89.6%

89.9%
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87.5%
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93.8%
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社会人としての自立
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実行力

主体性

傾聴力

計画力

発信力

課題発見力

専門的知識

ＩＴスキル

データサイエンス

外国語
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卒業後一定年数経過の
卒業生企業

86.0%
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92.0%

90.0%

78.0%

84.0%

78.0%

58.0%

58.0%

38.0%

22.0%

図図 44 卒業生が「本学で教育を受けたことにより身についた力」と
企業が評価する「本学卒業の新卒社員が身につけている力」

※％は「身についた（身についている）」「やや身についた（やや身についている）」割合の合計

卒業生：「身についた」「やや身についた」「あまり身につかなかった」「全く身につかなかった」「わからない」の５段階からひとつ選択。
企　業：「身についている」「やや身についている」「あまり身についていない」「全く身についていない」「わからない」の５段階からひとつ選択。

（各調査実施概要）
●『卒業時アンケート調査』：2024年3月卒業生を対象。2024年3月に

行った卒業式の学位記授与会場において調査用紙を配付、回収。【回
答者数・率（回答者数／出席者数）】714名、100.6％（学位記授与式
後、調査用紙を提出した卒業生のものを含む。）

● 『卒業生（卒業後一定年数経過）アンケート調査』：卒業後3・5・10年
目（2013年3月卒・2018年3月卒・2020年3月卒）の卒業生のうち、同窓
会会員である者を対象。2023年10月上旬に帝塚山大学同窓会が発送
した同窓会通信「わかみどり」に依頼状を同封。Webにて回答。【回答
者数・率】16名、0.9％

● 『企業等対象アンケート調査』：2024年2月に本学で行った企業説明
会に参加いただいた企業・団体を対象。企業説明会参加の御礼状に
質問紙および返信用封筒を同封。紙またはWebにて回答。【回答数・
率】61社・団体、53.0％

※調査結果の比率は小数点以下第2位を四捨五入して算出しているた
め、内訳の計と合計が一致しない場合があります。

I R Report
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3月29日、東生駒キャンパスにて教職員教育功績表彰の授与
式を行いました。
「教職員教育功績表彰」とは、本学の教職員の意欲向上と本学
の教育の質の向上と教育実践活動の活性化を図ることを目的と
して定めた「帝塚山大学教職員教育功績表彰規程」に基づき、
教育実践に顕著な成果をあげた教職員に対して、その功績を表
彰する制度です。

令和5年度後期は、文学部日本文化学科 依田恵美准教授、心
理学部心理学科 式部陽子准教授、現代生活学部居住空間デザ
イン学科 竹山広志講師の3名の教員が表彰を受け、奥村由美子
学長から賞状と記念品を授与されました。

本学では今後もこのように教職員への顕彰を続け、意識を向
上させることで、より高い教育を実践していくよう努めます。

令和5年度後期 学長表彰・教職員教育功績表彰

授与式で奥村由美子学長とともに笑顔で撮影に応じる　
左から順に文学部日本文化学科 依田恵美准教授、心理学部心理学科 式部陽子准教授、現代生活学部居住空間デザイン学科 竹山広志講師

究 紹 介研

学園前キャンパスにおいて、6月1日から2日間にわたり、日本老年社会科学
会 第66回大会「老年社会科学の多様性を深掘りする―2025年のその先を見据
えて―」が開催されました。同学会は、経済学や社会学などの社会科学にとど
まらず、医療や福祉、心理学など多岐にわたる学問分野の見地から老化と老
人問題にかかわる課題を学際的に研究することを目的として発展してきました。
第66回大会は、奥村由美子学長を大会長に、奈良で初めて実施されました。

大会では、シンポジウムや自主企画フォーラムのほか、ポスターセッションが
行われ、研究者だけでなく企業や自治体関係者などが一堂に会して「老い」を
多角的な観点から議論しました。また、2025年以降の高齢化社会への対応や、
未来を見据えた持続可能な社会構築の方策が、参加者間で活発に意見交換さ
れました。

学際的アプローチで高齢化社会を研究「日本老年社会科学会」
学園前に多彩な分野の専門家が集結
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か
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撮
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店
を
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示

﹁
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三
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﹂

「老年社会科学がつなぐ役割」と題した講演を行う大会長の奥村由美子学長
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大
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瓦
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室
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時
代
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瓦
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。
瓦
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瓦
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。
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瓦
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瓦
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瓦
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。
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瓦
が
制
作
さ
れ
た
室
町

時
代
中
期（
15
世
紀
）は
鬼
瓦
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史
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れ
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さ
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古
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簡
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瓦
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瓦
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。
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瓦
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こ
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献
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、
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搬
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は
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ょ
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ど
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い
具
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に
発
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だ

す
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も
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。
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の
す
し
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史
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す
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ま
す
。

奈良学への招待 所蔵品紹介

（発行年月順）

執 筆 図 書 一 覧 本学教員の著作は、教育研究活動成果の公開を目的として、東生駒キャンパス図書館本館と学園前キャンパス図書館分館の
「業績図書」コーナーに配架されています。

教員名 所属／役職 分類 書籍名 出版社 発行年月 価格

鷺森 浩幸 文学部日本文化学科/教授 分担執筆 新修斑鳩町史　上巻 斑鳩町 2022年7月

町内在住者 
3,500円（税込） 

町外在住者 
6,500円（税込）

青田 テル子 法学部法学科/教授 分担執筆 憲法 : ベーシックテキスト 法律文化社 2023年9月 2,600円＋税

花田 卓司 文学部日本文化学科/准教授 分担執筆 概説日本法制史　第2版 弘文堂 2023年9月 3,600円＋税

黄 軔霆 法学部法学科/教授 分担執筆 ベーシック国際取引法 法律文化社 2023年12月 2,800円＋税

石田 慎二 教育学部こども教育学科/教授 編著 社会福祉（新・プリマーズ 保育/福祉） ミネルヴァ書房 2024年2月 2,000円＋税

新宅 賀洋 現代生活学部食物栄養学科/教授 分担執筆 フローチャートで学ぶ栄養教育論実習　改訂第2版 建帛社 2024年3月 2,000円＋税

関根 俊一 名誉教授 監修 紀三井寺文化財調査報告書  美術工芸編 紀三井寺 （護國院） 2024年3月

鷺森 浩幸 文学部日本文化学科/教授 分担執筆 府中地域の歴史と生活（和泉市の歴史 5 地域叙述編） 和泉市 ぎょうせい （発売） 2024年3月 3,143円（税込）

関根 俊一 名誉教授 監修 奈良大和路のみほとけ：令和古寺巡礼 山口県立美術館他 2024年4月

鈴木 卓治 全学教育開発センター/教授 共著 教育の新たな“物語り”の探究：現代教育学のフロンティア 書肆クラルテ・朱鷺書房 2024年4月 2,500円＋税

本 学 教 員 の 執 筆 図 書 紹 介
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﹂
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手土産にぴったりなオリジナル商品
茜色の学園章が鮮やか！ 
大学開学60周年記念「帝塚山あめ」

　4 月 8 日 か ら、
東生駒・学園前
の両キャンパス
のYショップ に
て、開学60 周年
を記念した「帝塚
山あめ」を販売し
ています。このオ
リジナルの「帝塚

山あめ」は、本学教養学部の卒業生の上田康世さんが代表を
務める企業、（株）ANYQOTTの全面協力のもと、学園章の松
かさを金太郎あめのように形作った組み飴で、やさしいミル
ク味が特徴です。
　「帝塚山あめ」はオリジナルデザインのPT容器に14粒入
りで864円（税込）。（株）ANYQOTTの定番商品の大仏あめや
鹿あめとセットにした商品もご用意しています。手土産や
贈答品に最適ですので、ぜひお買い求めください。

お問い合わせ  
　学園前キャンパスYショップ（Tel: 0742-47-0948） 
　東生駒キャンパスYショップ（Tel: 0742-41-6515）

日本語教員の卵が企画運営
留学生のための日本文化交流会で生け花体験

日本文化学科では、日本語教員養成プログラムの一環として、日本語教員資格習得
をめざす学生たちが留学生向けの日本文化交流会を企画・運営しています。華道や茶道、
弓道など日本の伝統文化の体験を通じて親睦を深める交流会は2022年度に始まりました。

5月27日には華道部の協力のもと、東生駒キャンパスの新和室において生け花体験会
を行いました。大和未生流の家元である須山法香斎先生にお越しいただき、直接生け
花のご指導をいただきました。須山先生のご尊父の故・須山章信先生（日本近世演劇
研究、先代家元）は、本学園の中学校・高等学校、短期大学、そして大学人文科学部（現・
文学部）で長らく教鞭をとられた方です。

須山先生のユーモアあふれる指導を受けながら、留学生たちはバラを花材とした生
け花に取り組みました。慎重かつ丁寧に仕上げられた作品は、初めてながらなかなか
の出来栄え。その場で華道部への入部を決める学生もいました。生け花体験終了後には、
茶道部がお茶会を開き、皆でお抹茶とお菓子を楽しみました。

奈
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定
絵
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踏
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は
国
立
青
少

年
教
育
振
興
機
構
（
東
京
都
）
が
全

国
の
大
学
や
短
大
な
ど
と
連
携
し
て

認
定
す
る
民
間
資
格
で
、
2
0
1
9

年
度
か
ら
養
成
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
魅
力
を

伝
え
、
地
域
の
読
書
活
動
を
充
実
さ

せ
る
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
2
0
2
3
年
4
月
か

ら
奈
良
県
内
で
唯
一
と
な
る
「
認
定

絵
本
士
養
成
講
座
」
を
教
育
学
部

に
設
け
、「
認
定
絵
本
士
」
を
養
成

し
て
い
ま
す
。
絵
本
専
門
士
委
員

会
（
事
務
局

：

国
立
青
少
年
教
育
振

興
機
構
）
か
ら
「
認
定
絵
本
士
養
成

講
座
」
の
開
設
が
認
定
さ
れ
て
い
る

大
学
な
ど
の
機
関
は
、
2
0
2
4
年

4
月
時
点
で
全
国
で
わ
ず
か
57
機
関

で
す
。

授
与
式
に
は
、
単
位
取
得
を
経
て

認
定
さ
れ
た
40
人
の
4
年
生
が
出

席
。
絵
本
専
門
士
で
も
あ
る
教
育
学

部
こ
ど
も
教
育
学
科
の
徳
永
加
代
教

授
の
進
行
の
も
と
、
杉
村
智
子
教
育

学
部
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
認
定
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
式
の
後
に

は
、
認
定
を
受
け
た
学
生
ら
が
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。
認
定
を
受
け
た
学
生

の
ひ
と
り
で
あ
る
辺
保
瑠
璃
子
さ
ん

（
こ
ど
も
教
育
4
年
）
は
、「
講
座
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
子
ど
も
た

ち
に
絵
本
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

Tezukayama Topics

（
写
真
上
）奈
良
県
で
初
め
て
の
認
定
絵
本
士
と
な
っ
た
40
人
の
学
生
が
認
定
証
を
手
に
ポ
ー
ズ
。会
場

に
は
、今
年
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い
る
3
年
生
も
詰
め
か
け
た
。（
写
真
中
）杉
村
智
子
教
育
学
部
長

か
ら
一
人
ひ
と
り
の
学
生
に
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
た
。皆
が
神
妙
な
面
持
ち
で
授
与
に
臨
ん
だ
。（
写
真

下
）式
の
終
了
後
に
群
読
や
紙
芝
居
を
、抑
揚
の
あ
る
声
で
披
露
す
る
学
生
た
ち
。
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令和5年度卒業式・修了式＆令和6年度入学式を挙行

　3月22日、第57回帝塚山大学卒業式・第32
回帝塚山大学大学院修了式を学園前キャン
パスの学園講堂にて2部制で挙行し、学士課
程計772名、大学院修士課程の計10名が学び
舎を巣立ちました。4年ぶりに通常の式典と
同じプログラムで行われ、多くのご家族の
皆様にご子息ご息女の晴れ姿を見守ってい
ただきました。

式終了後には、学部学科、研究科ごとに
場所を移して学位記の授与が行われました。
構内に準備されたフォトスポットやはとの広
場で、恩師や友人、父母らと笑顔で撮影を
行う卒業生の姿がいつまでも続きました。

4月1日には、第61回帝塚山大学入学式およ
び第36回帝塚山大学大学院入学式を学園前
キャンパス学園講堂にて2部制で挙行しました。

式辞で奥村由美子学長は、「面倒見の良い
大学」として学生を専門的で、総合的で、
実践的な「知」へと導き、学生がのびやか
に生きていけるように教職員が一丸となって
応援すると呼びかけました。

卒業式に引き続き設けられたフォトスポッ
トでは、保護者や友人と記念撮影に興じる
新入生の姿が見られました。上級生たちは
クラブ勧誘のちらしを手に、新たに後輩とな
る新入生へ入部勧誘のアピールを行ってい
ました。

令和5年度  
帝塚山大学名誉教授称号
授与式を行いました
　2024年3月29日、令和5年度帝塚山大学名
誉教授称号授与式を学園前キャンパスにて
行いました。

名誉教授の称号は、本学の教授として15
年以上在職した方、在職期間にかかわらず
教育上又は学術上特に顕著な功績のあった
方に授与するものです。令和5年度は経済
経営学部の向井篤弘教授に、名誉教授の称
号が授与されました。

授与式では、奥村由美子学長から名誉教
授の証書が手渡され、向井教授の功績と永
年にわたる大学への貢献に対して感謝の言
葉が述べられました。

父母等の皆さまへ

5月18日、東生駒キャンパス6号館において、2024（令和6）年度帝塚山大学後援会総会
を開催しました。大学後援会は、学術の研究・学生教育の援助、また会員・教職員・学
生相互の親睦を図ることを目的とした組織で、在学生の父母等で構成されています。当
日は約60名の父母等の皆様が総会に出席されました。

役員会では、2024（令和6）年度の役員人事、予算等の審議が行われ、続く総会では、
小西後援会新会長、奥村由美子学長の挨拶の後に、2023（令和5）年度の決算報告があり、
役員会で承認された今年度の役員人事や予算等に関する説明が行われました。

総会の終了後には、熊谷副学長より学生生活全般についての解説があり、「大学生とい
う特別なとき」と題して、各学部の教育内容や施設の紹介、大学祭（あかね祭・虹色祭）
等の各種行事、強化スポーツクラブをはじめとしたクラブ活動の様子などが写真も交え
て紹介されました。

学生食堂で昼食を取った後は、バスに分乗して午後から東大寺を訪れました。同日に
開催されたファミリークラブ総会の出席者も合流し、合計約150名の参加者が大仏殿・南
大門・東大寺ミュージアムなどを参拝見学されました。

参加者された方々からは、「大学のことを知る良い機会となりました。」「子どもへのか
かわり方についても詳しく聞けて良かった」「学外見学会では、文学部の先生の専門的で
興味深い解説を聞けて貴重な体験となりました。」などの感想が寄せられました。

2024（令和6）年度
大学後援会総会・ファミリークラブ総会を開催
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栄養教諭として、給食センターでは献立づくりや厨房での衛生管理を
行っています。また、中学校では生徒と一緒に給食を準備しながら、生徒
の声を聞くことも大切な業務のひとつにしています。生徒の食への関心
が高まるように手づくりの教材を準備して食育の授業を行ったり、保護
者向けのおたよりを作成したりしています。

何よりも仕事のやりがいになっているのは、自分の考えた献立を実際
に食べてもらい、その感想が聞けること。「おいしかった」という言葉は励
みになりますし、残食が多い場合でも次の工夫につなげようと意欲が湧
いてきます。食育の授業で楽しそうに学ぶ姿を見るのもモチベーション
になります。初めは思うように進められなかった授業も、校長先生や家庭
科の先生からアドバイスをいただき、教材や授業の組み立て方を工夫す
ることで徐々に手ごたえを感じられるようになりました。

帝塚山大学に進学したのは、長年の夢であった管理栄養士をめざすため。
在学中は、ゼミ活動で企業とコラボしてお弁当を開発したり、大和野菜を
使ったレシピを考案したりするなど、実践的な活動に取り組みました。私
が食育に興味を持ったきっかけのひとつに、小学校時代の先生の存在が
あります。その先生には、お米を育てたり、桜の葉やよもぎを摘んで桜餅
やよもぎ団子を作ったりなど、いろいろな経験をさせてもらいました。私
もその先生のように生徒たちに楽しいと感じてもらえる食育体験を提供
していきたいです。大学で学んだ食育の知識を生かして、夢を実現した
いと思います。

「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」

大
人
に
な
っ
て
も

食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

生
徒
の
成
長
を
見
る
た
び

教
師
で
あ
る
喜
び
を
感
じ
る

卒業生紹介

管理栄養士として学校で働くという夢をかなえて

（左）産学官連携で大和野菜を
使ったお弁当を開発するなど、在
学中はさまざまな実学プロジェク
トに参加した。（右）管理栄養士
国家試験に向けてともに学んだ
同級生たち。この友人たちとの出
会いが何よりの宝物だと語る。

現在、奈良県内の公立中学校で、学級担任のほか、学年生徒指導、国語
科主任を担当しています。業務は大変ですが、生徒の努力や成長を目の
当たりにするたび、教師になってよかったと感じます。だからこそ、毎日
の授業や生活指導の中で、どれだけ生徒たちに尽くせているかを顧みて、
改善するように心がけています。

もちろん、日々の授業計画や生徒とのかかわりで悩むことも少なくあ
りません。授業がうまく進められなかったり、生徒とのコミュニケーショ
ンが思うようにいかなかったりするたびに、振り返りを行うようにしてい
ます。そして成功した時は自分を褒めてモチベーションにつなげていま
す。生徒とともに自分も成長できるよう奮闘する日々ですが、同僚の先生
方のサポートが大きな助けとなっていることを実感しています。

進学先に帝塚山大学を選んだのは、ラグビーを大学でも続けたい、そ
して教師になりたいという目標があったから。どちらもかなえられる帝塚
山大学は私にとって理想的な大学でした。大学時代は部活動と並行して
教職試験への準備にも力を入れました。コロナ禍での受験でしたが、夏
休みも図書館に通いつめて勉強したのが懐かしく思い出されます。特に、

「教師塾」の先生方には、筆記試験対策から面接試験対策まで大変お世話
になりました。そこで学んだ教師の心得は今も肝に命じています、今後の
目標は、生徒たちに「このクラスでよかった」と思ってもらえる学級経営。
自分を戒めるのではなく、可愛がれる生徒を増やしていきたいんです。ど
こよりも居心地の良いクラスづくりをめざして、がんばりたいと思います。

自分を戒めるのではなく可愛がれる人になってほしい

（写真左）大学時代、もっとも力を入れた
というラグビー部での部活動。毎年、長
野県にある菅平高原で行われる夏合宿
は約2週間と長丁場で、非常に過酷な体
験であったという。だが、だからこそ人間
力が養われたように思うと話す。

尾﨑 友美さん
現代生活学部食物栄養学科 2019年3月卒業

滋賀県教育委員会
草津市立玉川中学校 勤務 栄養教諭

髙木 慎樹さん
文学部日本文化学科 2021年3月卒業

奈良県教育委員会
奈良市立三笠中学校 勤務 国語科教諭
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Clos e-Up
N ews

1. 開学60周年記念式典
日時：2024年10月5日（土）10：00～

会場：帝塚山大学学園前キャンパス　学園講堂

内容： 記念式典・記念講演会・記念演奏会（奈良フィ

ルハーモニー管弦楽団による弦楽四重奏）

出席者：招待者及び学内外の関係者

2. 開学60周年記念特別サイトの公開
3. 開学60周年記念誌の発行（2024年度内発行予定）

4. 職員有志チームによる記念プロジェクトの実施

5. 各学科による記念行事の実施
 ・ 現代生活学部食物栄養学科 「食物栄養学科の過去・現在・未来をつなぐ」（6/15）
 ・ 法学部法学科 瑞光双光章受章記念＆警察実務講座100回記念講演会（6/21）
   「警察官人生を語る」（松岡幸司客員教授）
 ・文学部日本文化学科　當麻寺護念院 葛本雅崇住職の講演会（7/25）　ほか

1964 年、教養学部のみの女子単科大学として始まった帝塚山大学。開学60周年を迎え
た今、6学部7学科大学院2研究科を擁する奈良県最大規模の文系総合大学へと発展を遂
げました。本学ではこの佳節を祝うさまざまな記念行事やプロジェクトを展開しています。

■経済経営学部経済経営学科 大学開学60周年記念講座

～学ぶ・繋ぐ・生み出す～ 
「経営者と学生が起こす化学反応」

　経済経営学科で行ったアクティブラーニングが、実際に企業の課題解
決に結びついた事例をかかわった学生が報告し、ビジネスの現場から見
た「実学」の重要性についてディスカッションします。

 日時  2024年9月21日（土）10：00～12：00（受付9：30～）
 場所  帝塚山大学　学園前キャンパス18号館18411教室
 講師  森山賢氏（㈱琉球補聴器 代表取締役）
 奥田智氏（㈱をくだ屋技研 代表取締役社長）
 杉田龍飛氏（（公財）関西経済連合会 経済調査部 参事）
  学生報告 ：福永泰士（帝塚山大学 経済経営学部4年）
 参加費 　無料
 申込方法 　大学ホームページから（QR）
 申込締切 　9月20日（金）
 お問合せ先 　 教学支援課（経済経営学部） 

TEL 0742-48-9486（平日9：00～17：00）

■教育学部こども教育学科　大学開学60周年記念イベント

第1回 てづかのこどもフェス
　こども教育学科の学生が日ごろの学びをもとに企画・運営する「こど
もフェス」を開催。親子で楽しめるプログラムがいっぱいです！

 日時 　2024年10月26日（土）10：00～15：00
　● 午前の部　9：00～12：00　（定員 60組）
　　4つのあそびの場　
　　① えほんのおへや「秋のスペシャルおはなし会」
　　② ふくわじゅつのおへや「かんちゃんがやってくる」
　　③ あーとのおへや「みんなで自分だけの光る宝石箱をつくろう！」
　　④ うんどうのおへや「元気いっぱい体を動かそう」

　● 午後の部　13：30～15：00　（定員 60組）
　　 　絵本作家たかいよしかず先生によるおはなし会＆ワークショップ

＆サイン会　
　　「みんなで大きな絵を描こう」

 会場 　 帝塚山大学学園前キャンパス18号館 
※おむつ替え・授乳スペースあり

 参加費 　無料
 対象 　 奈良市、生駒市および近隣地域の未就学児・
　　　小学校低学年の子どもとそのご家族
 申込方法 　大学ホームページから（QR）
 申込締切 　10月14日（月）12：00（申込多数の場合は抽選）
 後援 　奈良県教育委員会・奈良市・奈良市教育委員会

2024年、帝塚山大学は開学60周年を迎えます。

一般の方にも
ご参加いただける
学科の記念行事

募金目標額　2千万円
募金の対象　 趣旨に賛同いただける卒業生、教職員、学園関係者並びに個人

及び法人・各種団体等、関係の皆様
募金の使途　 学生生活を快適に過ごすための居場所作り
　　　　　　①少人数やひとりでくつろげるスペースの整備
　　　　　　②会話やコミュニケーションを楽しむ場の整備
　　　　　　③ 校内設備の快適性向上・美装化、省エネタイプの設備の整備
募金の種類　1.個人募金　1口1万円
　　　　　　2. 法人募金　口数によらず、ご協力をお願いいたします。
募金の期間　2024年4月～2025年3月まで

ご芳名の公表　 振込用紙に記載されたお名前でホームページ、広報誌
等に記載させていただきます。なお、ご希望により匿
名でのお取り扱いもいたします。

詳しくは　 https://www.tezukayama-u.ac.jp/application/
themes/basic/img/60th/60th_pamphlet.pdf

募金についてのお問合せ  
　総務課（東生駒キャンパス）　〒631-8501　奈良市帝塚山7-1-1
　TEL：0742-48-9122／FAX：0742-48-9135
　mail：60kifu@jimu.tezukayama-u.ac.jp

開学60周年記念募金のお願い 帝塚山大学の教育活動の一層の充実と発展のため、皆様の温かいご支援を賜りたくお願い申し上げます。

午前の部申込

午後の部申込
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　本学の教育内容や就職支援の取組みについて理解を深めていただく機会として、教育懇談会を開催いたします。今年度は全学部全学科を対象に学園前キャ
ンパスで実施いたします。多数の皆さまにご参加いただき、ご子息・ご息女の修学状況につきまして、本学教職員と情報共有や意見交換をさせていただきます。

2024年度 教育懇談会について

NOTICE

【お問い合わせ先】　帝塚山大学　学生生活課　教育懇談会係
 東生駒キャンパス （文・経済経営・法の各学部）
  TEL: 0742-48-9185
 学園前キャンパス （心理・現代生活・教育の各学部）
  TEL: 0742-41-4329

【当日のタイムスケジュール】
（第一部） 全体会
　 9:30～  受付開始 

（学園前キャンパス　学園講堂）
　10:00～ 開会　大学役職者の紹介
　10:05～ 学長からのメッセージ
　10:50～  キャリアセンターの取組みにつ

いて（仮）
 〇 本学のキャリア支援、進路支

援などについて説明します。

（第二部）  昼食懇親会/学部学科別プロ
グラム

　12:00～ 昼食（立食形式）
　13:10～  学部学科別プログラム（各学部

学科の取組について、学生支援
などについて）

　15:00～ 閉会　プログラム終了（予定）

【日時】　 2024（令和6）年10月20日（日）　  
10：00～（9：30～受付開始）

【場所】　 帝塚山大学 学園前キャンパス　  
※ 本年度はすべての学部学科に在籍の父母等を対象に「学

園前キャンパス」で開催します。東生駒キャンパスでは開催
しませんのでご注意ください。

【対象】　 文学部、経済経営学部、法学部、心理学部、
現代生活学部、教育学部に在籍される学生の
父母等の皆様

※申込みに関しては7月下旬に大学からご案内をお送りしています。

第10回ホームカミングパーティ
開催のお知らせ

第60回 虹色祭

※予告なく、イベントが中止、開催形態が変更される場合がありますので、　最新情報は公式サイトでご確認いただくか、主催者までお問合わせください。

EXHIBITIONS

第18回企画展示
「眠具－ねむりの道具と文化－」

　本展示では箱枕や布団など睡眠に関する道具類を紹介し、人間の基
本的な行為でありながら、あまり顧みられることのない「睡眠」の文化につ
いて道具からひも解きます。

【開催期間】 2024年9月30日（月）～11月2日（土）
【場所】  帝塚山大学附属博物館
【入館料】 無料
【休館日】　　日・祝ほか指定の日（詳細はHP）

葛城市歴史博物館共催 
第43回特別展示

「當麻寺－帝塚山大学所蔵品を中心に－」（仮）
　1300年を超える歴史を持つ當麻寺は、極楽浄土を願った中将姫の伝説で知られ
てきました。恒例行事「練供養」が国の重要無形民俗文化財に指定されたことにちな
み、本学所蔵品を軸に、葛城市歴史博物館の資料も迎えて展示します。

【開催期間】 11月18日（月）～12月21日（土） 9:30～16:30
【場所】  帝塚山大学附属博物館　　【入館料】　無料
【休館日】　　日・祝ほか指定の日（詳細はHP）

【展示に関するお問い合わせ】　　帝塚山大学附属博物館　　TEL:0742-48-9700　　https://www.tezukayama-u.ac.jp

　2024年11月17日（日）に帝塚山大学東生駒キャンパスに
て「第10回ホームカミングパーティ」を開催します。大学祭

「虹色祭」開催中の母校で、懐かしの恩師・同窓生と一緒
に学生時代にタイムスリップしませんか。
　10回目の記念となるイベントを考えておりますので、同
窓生の皆様お誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。
　詳細が決定しましたら大学HPで告知します。または、9月
発送予定の同窓会会報誌をご覧ください。

　今年も来場者無制限で「虹色祭」を開催します。
　バラエティ豊かな模擬店のほか、展示やステージイ
ベントもさらにパワーアップ。
　フィナーレは虹色祭恒例の打ち上げ花火です。大学
開学60周年に合わせた企画もあるかも!?

【日程】  2024年11月16日（土）・11月17日（日） 
10:00～19:00（予定）

【定員】 帝塚山大学 東生駒キャンパス
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※予告なく、イベントが中止、開催形態が変更される場合がありますので、　最新情報は公式サイトでご確認いただくか、主催者までお問合わせください。

UPCOMING SEMINARS 開催予定のイベント

帝塚山大学特別客員教授
寺島実郎氏による特別公開講座

正倉院特別公開講座

正倉院展を深く味わう2024
日本再生の構想 全体知と時代認識

【開催日時】  2024年11月2日（土）  
14:00 ～ 15：30（受付13:30 ～）

【開催場所】  学園前ホール  
（奈良市西部会館市民ホール）

【講師】  寺島  実郎 氏  
（帝塚山大学特別客員教授）

【定員】 300名 ※申込先着順
【受講料】 2,000円（テキスト代込）
【申込方法】  大学HP「公開講座ページ」の所定の  

申込フォームからお申込みください。
【お問合せ】  総務課 公開講座係 学園前キャンパス  

TEL：0742-41-4716（平日9 ～ 17時）

【開催日時】  2024年10月30日（水）  
10:30 ～ 12:00（受付10:00 ～）

【開催場所】  東大寺総合文化センター   
金鐘ホール  

（奈良県奈良市水門町100）
【講師】 西山 厚 氏（帝塚山大学客員教授）
【定員】 300名 ※申込先着順
【受講料】 無料
【申込方法】  大学HP「公開講座ページ」の所定の  

申込フォームからお申込みください。
【お問合せ】  総務課 公開講座係 東生駒キャンパス  

TEL：0742-48-9192（平日9 ～ 17時）

帝塚山大学いこま教養講座

奈良学総合文化研究所・考古学研究所共催

奈良の歴史・文化財
市民大学講座

奈良学への招待XXIII

①11月6日（水） 10:00 ～ 11:30 
「考古学からみた聖徳太子の生涯―宮殿・寺院・墳墓―」  
清水 昭博 教授（考古学）
②11月13日（水） 10:00 ～ 11:30 

「倭国の4世紀」　鷺森 浩幸 教授（古代史）
③11月20日（水） 10:00 ～ 11:30

「中世奈良の仏師と仏像」　杉﨑 貴英 教授（美術史）　
【開催場所】  芸術会館美楽来  

（生駒市西松ヶ丘2-20/近鉄生駒駅徒歩約8分）
【定員】 30名 ※抽選制
【受講料】 3,300円（全3回・税込み）
【申込方法】  芸術会館美楽来HPの所定の申込フォームからお申込みください。 

FAX：0743-74-1220
【お問合せ】  芸術会館美楽来　TEL：0743-74-1101

10月5日（土）14:00 ～ 15:30 
第521回市民大学講座「睡眠の道具と民俗」西連寺匠 
講師（帝塚山大学文学部講師・附属博物館学芸員）
10月26日（土）14:00 ～ 15:30 
第522回市民大学講座「死者の枕と葬送儀礼―古墳から出土する様々な枕―」
久永 雅宏 氏（大阪府立近つ飛鳥博物館学芸員）
11月2日（土）14:00 ～ 15:30
第523回市民大学講座「英雄は同じ夢を見る！？～曹操と藤原鎌足の玉枕～」
牟田口 章人 氏（帝塚山大学客員教授）　

【開催場所】  帝塚山大学 東生駒キャンパス 1号館 1101教室  
第522回のみ、東生駒キャンパス5号館5104教室

【定員】 150名（予約100名・当日50名）
【受講料】 無料
【申込方法】  大学HP「公開講座ページ」の所定の申込フォームからお申

込みください。
【お問合せ】  帝塚山大学考古学研究所　TEL：0742-48-9294

第1回 11月2日（土）10:30 ～ 12:00 　 
 「藤原鎌足の大織冠に迫る―阿武山古墳棺内写真分析から―」 　 
 牟田口 章人 氏（帝塚山大学客員教授教授）

第2回 11月23日（土）13:00 ～ 16:00  ※葛城市歴史博物館共催イベント 　 
 第524回市民大学講座市民大学ウォーク㉑� �
� 「當麻寺と周辺の遺跡」  
 清水 昭博 教授（帝塚山大学考古学研究所所長・附属博物館館長） 
 【集合】當麻寺（東大門）【解散】近鉄 当麻寺駅 
 【コース】當麻寺境内～首子古墳群～只塚廃寺～近鉄・当麻寺駅 

第3回 12月14日（土）14:00 ～ 15:30　 ※特別展示関連講座  
 第525回市民大学講座「當麻寺練供養と菩薩講」  
 葛本 雅崇 氏（當麻寺護念院22世住職）

第4回 12月21日（土）14:00 ～ 15:30   
 ※特別展示関連講座 ※歴史考古学研究会共催  
 第526回市民大学講座  
 「當麻寺建立にいたる當麻地域の歴史について」  
 神庭滋 氏（葛城市歴史博物館館長） 

【開催場所】 帝塚山大学 東生駒キャンパス 1号館 1101教室
【定員】  第1回80名　第2回30名（抽選）  
  第3回・第4回　150名（予約100名・当日50名）

【受講料】 無料
【申込方法】  大学HP「公開講座ページ」の所定の申込フォームから  

お申込みください。
【お問合せ】  （第1回のみ）奈良学総合文化研究所  

TEL：0742-48-8842（火・木・金）  
（第2回以降）帝塚山大学考古学研究所  
TEL：0742-48-9294

※予告なく、イベントが中止、開催形態が変更される場合がありますので、最新情報は公式サイトでご確認いただくか、主催者までお問合わせください。

Ev ent & Information

訃報

本学名誉教授の BRUCE E.CARPENTER先生が、2024年４月14日に逝去されました（享年78歳）。
1976年4月、本学に着任。1997年には人文学部英語文化学科（後に人文学部英語コミュニケーション学科）教授、2011年4月より名誉教授とな

られました。
ご生前のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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入
学
金 60,000円

2025年度入試

％
返
還

100
180,000円

通常入試

のところ に減免

ファミリー入試

2024年度までは

　

。すで要必が）付添を等書明証業卒・し写の書証業卒（書明証のとこるあで」ーリミァフ山塚帝「はに際の願出 ＊

 

※学科ごとに成績等の諸条件があります。

詳しい出願資格や要件などに関しては、事前に入試広報課までお問い合わせください。

■

 

募集人員　若干名（各学科とも）
■ 選考方法　①面接　②書類審査（調査書・志望理由書）

■ 前期スケジュール
出願期間 2024年9月17日（火）～10月3日（木）（消印有効）
試験日（面接） 2024年10月12日（土）
合格発表 2024年10月18日（金）
1次手続締切日（入学金納付） 2024年11月8日（金）

■ 後期スケジュール
出願期間 2024年11月25日（月）～12月18日（水）（消印有効）
試験日（面接） 2024年12月22日（日）
合格発表 2024年12月25日（水）
1次手続締切日（入学金納付） 2025年1月8日（水）

入試対策講座& mini OPEN CAMPUS

学園前キャンパス LINEでは帝塚山大学の最新情報をお届けします!インスタグラムでは先輩
たちを取り巻くリアルな大学情報をお届けします。ぜひご登録ください！
QRコードからもご登録いただけます。

　LINE・インスタグラムで帝塚山大学の最新情報をお届けします！／／

開学60周年特別制度で
入学金を全額返還 2025年度 ファミリー入試（専願）のご案内

　ファミリー入試とは、帝塚山学園の建学の精神・学風を深くご理解いただき、共
に帝塚山大学のファミリーとしてお力添えを頂ける方のご入学を歓迎する入試制
度です。
　出願資格は、学校法人帝塚山学園が設置するいずれかの学校（幼稚園、小学校、中
学校、高等学校、大学、大学院、短期大学）の卒業生、もしくは在校生・在学生の2親等
以内の親族で、本学が定める基準を満たし、高等学校を2024年4月1日から2025年3
月31日までに卒業された方または卒業見込みの方です。

10. 6 [日] 小論文･国語･英語
公募制推薦対象

【お問合せ】帝塚山大学 入試広報課 0742-48-8821（直通） 0742-48-9021 nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp

※入学金60,000円（減免
後の金額）を入学後に
全額60,000円を返還。
※「高等教育の修学支
援新制度」支援対象者
は、修学支援新制度に
よる入学金減免後の残
額に対して本制度によ
る返還を行います。

ファミリー入試でご入学されると、開学60周年特別制度で入学後に入学金を全額返還
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。
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。

「大学通信帝塚山」企画・編集委員会
 編集・発行  帝塚山大学 入試広報課　  発行日 2024 年 9 月
〒631-8501 奈良市帝塚山 7-1-1  TEL 0742-48-9149（広報専用）  FAX 0742-48-9021
 mail  koho@jimu.tezukayama-u.ac.jp  URL  https://www.tezukayama-u.ac.jp/
卒業生の住所変更などのお問い合わせ先 : 帝塚山大学同窓会わかみどり会  TEL 0742-48-6157（平日 10 時 ~15 時）
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vol.

55

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
出
身
の
ト
ロ
イ
・
ロ
バ
ー
ト
・

デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
さ
ん
。ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
大
好
き
な
日
本

文
化
を
学
べ
る
の
が
う
れ
し
い
と
話
す
彼
に
日
本
で
の
目
標
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
。

日
本
文
化
の
奥
深
さ
を

歴
史
都
市「
奈
良
」で

存
分
に
味
わ
い
た
い

文学部 日本文化学科1年
トロイ･ロバート･デビッドソン さん

アメリカ合衆国ニューヨーク州 出身

（写真）留学生のための日本文化交流会では
琴の演奏にチャレンジ


